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　首都帝都、華はなやかなる中心地、帝都城は二重の堀ほりに囲まれた強固な結けつ界かい領りよう域いきである。

　溜たまった穢けがれは、人の精神や身体からだを蝕むしばむ。健全な治ち世せいで帝都民の生活をよくしていくためにも、帝みかどの住まう帝都城は常つねに綺き麗れいに、穢れなく保たもたれている。

　しかしどんなに結界で退しりぞけても、出入りする人についていれば、穢れは帝都城に持ちこまれてしまう。悪意なく穢れが持ちこまれることのないよう、帝都では定期的に帝都城下の穢れを祓はらっている。

　国内でも優秀な神官が集まる帝都で、選えりすぐられた神官だけが参加する、その清めの儀ぎ式しきは、帝都民が寝静まった深夜に行われる。




　一般的に穢れは、不満や誰だれかへの悪意、病気が原げん因いんで発生するが、帝都ではこのかぎりではない。

　帝都の穢れの大半は、帝都にだけ密ひそやかに生息する、異界の『蟲むし』が放っているものだ。だから帝都では定期的に、穢れを放つ蟲を駆く逐ちくし、帝都の穢れを祓う清めの儀式を行わなくてはならない。この清めの儀式を、関係者たちは『蟲むし呼よびの夜』と呼ぶ。

　深夜の外出が禁止となる『蟲呼びの夜』は、帝都城下にも神官が結界を作るので、関係者以外儀式へ立ち入ることができない。そこで何が行われ、どんな蟲がどのように退治されているのか、多くの帝都民は知らない。




　貴人の乗り物である豪ごう奢しやな牛ぎつ車しやが一台、帝都の中心地となる帝都大通りに停められ、帝都城下を結界ですっぽりと覆おおって『蟲呼びの夜』は始まる。

　帝都城下を覆った結界を徐々に縮め、闇やみにわだかまる穢れた蟲を、帝都の中心地へと追いこむのだ────！




『蟲呼びの夜』を指し揮きするのは、帝都城公園内にある帝都神社の小お此この木ぎ神官長だ。

「……そろそろでしょうか」

　武装した大勢の神官に守られた牛車の近くに立ち、小此木神官長は星明かりのない空を見上げる。

　小さな呟つぶやきに応こたえるかのように、流星が落ちる速さで小此木神官長に向かって光が集まり、その光は四羽の白い鳥に変化した。

　四羽の白い鳥は、神官長の差しだした玉たま串ぐしに、重さなどないかのようにとまる。




『帝都南地区、予定どおり進行中です』

『帝都北地区、やや遅れております』

『帝都東地区、少々遅れております』

『帝都西地区、順調です』

　人の声で報告をした四羽の鳥は生き物ではなく、それぞれの地区を受け持つ神官によって飛ばされた連絡用の式だ。




「……北と東が、予定より手間取っているようですね」

　頰ほおに人指し指を当て、ふむと小此木神官長は考える。

　気候によって、地区ごとの蟲の出現率が変わることは珍めずらしくない。問題となるのは、それぞれの方角から、蟲を追いこんで狭せばめられている結界術の均きん衡こうが保てないことだ。

「南と西に参加している帝都神社の神官で、五名ずつ応おう援えんに行きましょう。南地区の神官は東に、西地区の神官は北に向かってください」

　報告に返信した小此木神官長は、ふわりと玉串を振る。とまっていた四羽の白い鳥は、玉串から放れ、それぞれの主あるじのもとへと飛び立った。




　小此木神官長は、神官に守られている牛車に振り向き、恭うやうやしく一礼する。

「蟲に少し早く集まってもらおうかと思います。少しの間、牛車の防ぼう御ぎよ結界を弱めてもよろしいでしょうか？」

　帝都の中央に向かって蟲が速すみやかに移動すれば、各方位から結界を狭めている神官たちの作業は楽になる。

　小此木神官長の言葉を聞き、牛車の御み簾すの奥にいる人影が動いた。

「はい。────お願いします」

　答えたのは、涼すずやかな少年の声。次期帝たる若様は牛車に乗り、凜りんとして深夜の儀式に参加している。

　身構えるような間を取って返事をした若様に、にこりと微笑ほほえみ、一礼した小此木神官長は玉串を上げて、牛車を警けい護ごしている神官たちに命めいじた。




「外周結界を限定解かい除じよせよ！」




　霊れい力りよくのない者の目には見えないが、牛車は前ぜん衛えい後こう衛えいに分かれた神官によって、二重の結界で守られている。牛車を取り囲んで結界を作っていた前衛の神官たちは、受け持っていた外周結界の術を、小此木神官長の声とともに解除した。




　────ぞわり……




　穢れの放つ瘴しよう気きが動く。

　ひたひたと押し寄せる蟲の気配を感じ取り、牛車を警護する神官たちは鳥とり肌はだが立った。




「やぁ、やっぱりすごいですねぇ、若様効果」

　小此木神官長は顕けん著ちよな反応に、くすりと笑い、牛車に向かって飛び跳はねたネズミほどの大きさの蟲へと、笑顔を浮かべたまま玉串を素す早ばやく投げた。

「キィッ……！」

　矢よりも速く投じられた玉串に貫つらぬかれ、地面に縫ぬい留められた蟲は、瞬しゆん時じにして漆しつ黒こくの塵ちりと化す。




「ご心配なく、若様！」

「お任せください！」

　警護の神官たちは牛車へ襲おそいかかろうとする蟲たちを、武器に込めた清めの力で、敢かん然ぜんと阻そ止しする。

「チィッ……！」

「ビッ！」

「ギチッ！」

　牛車の周りで、いくつもの漆黒の塵が弾はじけて消える。

（一匹たりとも）

（若様には近づけない！）

　牛車を警護する神官は、一いち分ぶの隙すきもないように身構え、どんなに小さな蟲であっても、塵に変えた。




　貴人であることが理由なのかどうかはわからないが、体質として、現若様は穢れに弱く、蟲を呼び寄せる。

　ちらりと牛車に視線を送り、小此木神官長は思う。

（きっと若様は、蟲にとっての、極上の『餌えさ』────）




　取り零こぼしのないよう細心の注意を払って追い立てなくても、蟲が自主的に一カ所を目指して集まるのならば、『蟲呼びの夜』の神官たちの作業は格段に楽になる。

　強制ではなく、高貴なる者の義務として、若様は『蟲呼びの夜』に参加している。帝都の浄じよう化かは若様自身の健康とも密接な関係があるので、自分のために動いたと考えることもできるが、『蟲呼びの夜』への参加は生なま易やさしい覚かく悟ごでできることではない。

　この地に遷せん都としてから千数百年、『蟲呼びの夜』は毎月のように行われてきたが、このような協力者が現れたのは初めてだ。




（諸もろ刃はの剣つるぎであることを忘れてはならない）

　若様が帝都民にとって、未来を象しよう徴ちようする存在であることは確かだ。もしも若様が蟲の穢れが原因で重い病やまいにかかったり、命を落とすようなことがあったりしたなら、現在の帝てい政せいを続けることはできなくなる。

（まさか蟲がそのような意い図とをもって、この帝都に出現することはないと思いますが）

　蟲は個々で動き、群むれで行動することはない。連れん携けいして蟲が行動を起こしたという記き録ろくは、これまで一度もなかった。だが、過去そうだったからといって、この先もずっとこのままだという保ほ証しようはない。

（いずれにしても、引き際ぎわさえ見誤らなければよいこと）

　若様に惹ひかれ、大たい挙きよする蟲の気配を慎しん重ちように読み、小此木神官長は玉串を握にぎる手を大きく振り動かした。

「外周結界、形成！」

　強固な結界で若様を守れ。小此木神官長の命を受け、若様に近づく蟲を排はい除じよしていた神官は、速やかに結界の修復を開始した。




　蟲たちが中央に向かって移動を速めたことは、結界を狭めながら前進していた神官や、応援を命じられて移動していた神官たちにもわかった。

（若様……！）

『蟲呼びの夜』の作業が捗はかどるのはありがたいが、若様を危険な目に遭あわせたくはない。

（我われらが不ふ甲が斐いないばかりに）

（申し訳ありません）

　一いつ斉せいに動いた蟲を追い、神官たちは速度を上げて結界を狭める。




　蟲は人や動物の血肉を好む。

　小さな蟲は物もの陰かげや暗くらがりに身を潜ひそめて、人が近寄ってくるのを待ち、血を吸ったり、肉を齧かじり取ったりする。ごく小さな蟲は、草木につく害虫と同じように、神官ではない人間にも退治できる。

　蟲は個々で活動し、他の蟲と出会った場合は、喰くらいあって個体数を減らし、少しずつ大きくなっていく。

　そして、隠れる必要もないほどの大きさになった蟲は、人を襲う────！




「ジャアァァァッ！」

　街がい路ろ樹じゆの葉がびりびりと震ふるえるような恐おそろしい哭なき声をあげ、大型の蟲は前まえ肢あしの大おお鎌がまを振りあげて、女性の神官に襲いかかった。

　帝都大通りの手前、蟲の進行を知らせるためか、帝都城下南地区を見渡せる見張り台に一人でいた若い女性の神官は、長い髪かみをさらりと靡なびかせて、襲いくる蟲に振り返る。

　帝都の人々だけでなく、蟲をも魅み了りようするだろう美女である神官は、静かに呼吸を整えると、天に向かって優ゆう雅がに右手を上げた。




「朱す雀ざく、招しよう来らい！」




　可か憐れんな声が叫んだのは、帝都城下南地区の守しゆ護ごを任された、朱雀神社の優秀な巫かんなぎだけに許された言葉。

　かの乙女おとめ・芙ふ蓉よう薫かおる子ここそ、神社に祀まつる聖せい獣じゆうの力を駆く使しする者────！




「四し神じん変化！」




　流星のような速さで飛来した真しん紅くの光が、芙蓉薫子の身体を包み、燃えあがる真紅の花の蕾つぼみと化した。大輪の炎の花は、咲き零れると同時に、真紅の鳥の翼を開く。

　真紅の翼を広げたのは、麗うるわしい朱雀の戦士だ。




「朱雀炎えん舞ぶ、劫ごう火か招来！」

　見張り台の床ゆかを蹴けり、軽かろやかに真紅の翼で飛び立った芙蓉薫子は、優雅に宙を舞まうように身を翻ひるがえし、羽は根ね扇おうぎを打ち振った。羽根扇が扇あおぎだしたのは、華やかに火の粉こを散らして渦うず巻まく紅ぐ蓮れんの炎。穢れを焼き尽つくす猛もう火かだ。

　放たれた猛火は生き物のようにうねりながら、襲いかかる蟲へ激げき突とつした。

「ジャ……！」

　炎に包まれた蟲は、瞬またたく間に焼き尽くされ、塵となって弾けた。

「さぁ、お次。いらっしゃい」

　真紅の翼で飛ぶ朱雀の戦士・芙蓉薫子は、次し第だいに巨大化する蟲を帝都大通りへと誘ゆう導どうしながら移動する。




　そして同様のことは、帝都北地区、西地区、東地区でも。




「玄げん武ぶ、招来！」

「白びやつ虎こ、招来！」

「青せい龍りゆう、招来！」




「「「四神変化！」」」




　黒い玄武の鎧よろいを纏まとった玄武の戦士、玄武神社の巫・蔵くら田た実さね親ちかは多た節せつ鞭こんを打ち振り、蟲に向かって猛もう吹雪ふぶきを放つ。

「玄武凄せい流りゆう、雪せつ刖げつ渦か！」

　凄すさまじい勢いで蟲を襲った猛吹雪は、蟲を凍いてつかせて粉こな々ごなに砕くだけ散った。




　白い白虎の鎧を纏った白虎の戦士、白虎神社の巫・篠しの原はら勇ゆう輝きは鉤かぎ爪づめ型がたの刃やいばを掲かかげ、光の速さで地を蹴って、果か敢かんに蟲へ挑いどみかかる。

「白虎刻こつ抉けつ、毒どく禍か爪そう爛らん！」

　鉤爪型の刃で斬きりつけられた蟲は、猛もう毒どくに冒おかされ、膿うみに塗まみれてぐずぐずになって崩くずれ落ちた。




　青い青龍の鎧を纏った小こ柄がらな青龍の戦士、青龍の巫・安あん藤どう奏かなでは、巨大な青龍刀を軽々と操あやつり、大きく振り下ろした刃から、何百とも見える白はく刃じんを放つ。

「青龍斬ざん撃げき、剣けん乱らん破は砕さい！」

　放たれた刃は、一瞬にして蟲を無数に斬り刻きざんだ。




　外側から結界を狭めて蟲を追いこむ神官たちとは別行動をし、襲いかかる蟲を退治しながら、四神の戦士たちは帝都大通りへと集結する。

　喰らいあい巨大化した蟲が、小此木神官長たちが若様の乗る牛車を守っている場所へ、その醜しゆう悪あくな姿を晒さらす────！

　小此木神官長は玉串を上げ、ひたと蟲を指し示して四神の戦士に命じた。

「四神究きゆう極きよく奥おう義ぎ、解禁！」




　互いの姿が見える距離まで近づいた四神の戦士たちは、牛車を守る結界に影響を与えない場所を選んで、それぞれの守護する方位から、追いこんだ蟲を取り囲んだ。

「「「「四神合ごう技ぎ！」」」」

　四人が作った結界で、聖獣の力を合わせた、四神の戦士最強の技が発動する。結界は四つの光が重なって生まれた白い光に満たされ、爆ばく発はつしながら渦を巻く。




　八カ月ほど前まで、『蟲呼びの夜』はこの四神の戦士の究極奥義によって、蟲を消しよう滅めつさせることで終わっていた。そうするしかなかった。

　だが、今は違う。




「蒼そう司し朗ろうくん！」

「はい！」

　小此木神官長の呼びかけに、若様の乗る牛車を警護していた神官の中で、もっとも年若く、もっとも小柄な神官が応えた。

　まだ少年である神官が連つれているのは、赤ちゃん動物のような小さな四神。見かけこそあどけない愛あい玩がん系けいでも、その聖獣は強大な力で帝都城と帝の一族を守護する、奥庭の四神だ。

「ミギャギャ！」

「キュイキュイ！」

「チュチュピピチュ！」

「「（しゅー！）」」

　鼓こ舞ぶするように鳴く小さな四神に頷うなずいて、少年神官は愛用の枝えだ打うち斧おのを持って前に出る。

　発動する四神究極奥義を真まっ直すぐに見つめ、呼吸を整えた少年神官は、渦巻くその光に向かって駆けだした。




「────お庭番、望もち月づき蒼司朗、参る！」




　その一身に四神すべての加か護ごを受ける、選ばれた〝天の戦士〟だけが起こせる奇き跡せき。

　蟲の穢れを祓い、帝都城下を清らに変える力が、発動する────！
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　帝都城奥庭を任されている見習い庭師で神官候補生、帝都学園高等部二年生である望もち月づき蒼そう司し朗ろうの朝は早い。

「ミギャミギャミギャッ！」

「キュイー」

「ピーピピ、チュチュン」

「「（しゅーしゅーしゅー！）」」

　日の出の時間が早くなり、先に起きだしたピヨ四し神じんに雄お叫たけびをあげながら布ふ団とんの上を走り回られて、眠りの浅くなった蒼司朗は寝返りを打って枕まくらの下から目覚まし時計を引っ張りだした。

（まだ、五時半……）

　目覚まし時計が鳴るまで、あと二十分は眠れる。蒼司朗は目覚まし時計を枕の下に押しこむ。

（ってか、まさか帝都に来て、こんなに早起きする毎日になるなんて、思ってなかったよなぁ……）




　もともとは帝都の人間だが、父が巌いわ手て城じようのお抱かかえ庭師になったので、蒼司朗は巌手で生まれ育った。

　四年前に両親を事故で亡なくし、自身も怪け我がの治ち療りようとリハビリに励んだ。その後中学を卒業した蒼司朗は、諸もろ々もろの手続きをすませた十月から、一流の庭師になるため帝都の本家・望もち月づき造ぞう園えんで世話になることにした。

　帝都初日、作業場所を間違って、帝都城奥庭を整地した蒼司朗は、奥庭をそこにいた四神ごとリセットしてしまった。

　以来、蒼司朗は、ぴよぴよの赤ん坊の姿になった奥庭の四神様のお世話をし、奥庭を任されることになった。四神変化して奥庭の四神様の力を使う〝天の戦士〟となり、穢けがれを祓はらうことまでできたのは、他の者たちにとっても驚きだった。




「（……駄だ目めだよ、静かにね）」

　全ぜん寮りよう制せいの帝都学園高等部は二人部屋で、寮生は二段ベッドを使っている。蒼司朗は同学年の従い兄と弟こ・清きよ志し朗ろうと同室で、上段のベッドだ。

　ピヨ四神の姿や鳴き声は、霊れい力りよくのない者には見えないし聞こえないので、下の段で眠っている清志朗はピヨ四神が何をしているのかまったくわからないかもしれないが、ピヨ四神は自分たちの気に入った者には、たまに姿を見せたりする。これまでも見えるはずのない場所で、清志朗はピヨ四神を何度も見ている。

　今も、聞こえていないはずだとたかをくくって、清志朗を起こすようなことになったら嫌いやだ。




「ミッ！」

「キュ！」

「チュピ！」

「「（しゅー！）」」

　大はしゃぎしていたピヨ四神は、小声で話しかけた蒼司朗に向かって突とつ撃げきした。

「ぅわぷ！」

　顔面に飛びつかれ、驚いて声を出してしまった蒼司朗は、飛びついたピヨ四神を逃にがさないように両手でしっかり抱かかえ、慌あわてて口を噤つぐむ。ぎゅーっと抱だっこされたピヨ四神は、捕つかまえられて動けないが、蒼司朗と朝から遊んでいる（？）のでご機き嫌げんだ。

（清ちゃん、起きて、ない？）

　寝返りを打つだとか、清志朗に動いた様子がないか、蒼司朗は聞き耳を立てて確かめるが、何も聞こえないことにほっとする。

　きゃわきゃわパタパタもぞもぞペロペロと、楽しそうにあちこちを動かしてはいるが、とりあえず蒼司朗はピヨ四神の押さえこみに成功した。

（このまま、もうちょっとだけ眠って……）

　枕の下の目覚まし時計が鳴るまでは、目を閉じて休んでいようと思ったのだが、ピヨ四神は愛らしいだけでなく体力を回復させる『癒いやし』をくれる聖せい獣じゆうだ。柔やわらかくて温かいチビっこたちを大事に抱っこして、きゅんきゅん甘えられている間に、とても気持ちよく目が覚さめてきてしまった。

（うーん……）

　目覚めが爽そう快かいなのは、とても嬉うれしいことなのだが。時間があるのなら、もう少しゆっくりしたいと思うもので。




「（……蒼くん、起きた？）」

　控ひかえめな声で、下の段のベッドから清志朗に呼びかけられて、蒼司朗はドキッとする。

「（ゴメン、清ちゃん……！　起こしちゃった？）」

　慌てて謝った蒼司朗の声を聞き、清志朗は横になったまま、ふわりと笑う。

「うん、大丈夫。自然と目が覚めただけだよ」




　望月家は代々造ぞう園えん業ぎようを営いとなんでおり、祖そ父ふの代からは、帝都城お抱え庭師だ。『蟲むし呼よびの夜』の際、望月造園は損そん壊かいした街がい路ろ樹じゆの修復作業を任されている業者のひとつなので、見習い庭師の清志朗も修復作業に加わっている。

　同じく望月造園の見習い庭師でも、『蟲呼びの夜』の蒼司朗は神官候補生であり、『奥庭のお庭番』でもあるため、蟲の完かん全ぜん浄じよう化かを行うことのできる天の戦士として行動しなくてはならない。

　今回は蒼司朗の作業のほうが先に終わったので、ひと足早く寮に戻った。清志朗が帰ってくるまでは、起きて待っていようと思っていたのだが、おねむのピヨ四神と一緒に布団に入った蒼司朗はうっかり先に眠ってしまった。

　じたばたするピヨ四神を、蒼司朗は撫なで撫なでして可か愛わいがっておとなしくさせる。

「オレ、昨夜は先に眠っちゃって、ゴメンね。清ちゃんが帰るの、待ってるつもりだったんだよ」

「いいよ。蒼くんのほうが先に起きるんだから」

「まだ早いから、眠って。いつも見送ってくれるのは嬉しいけど、昨夜遅かったから、あんまり寝てないよね。今日は無理しないで、寝てて」

「うん……」




　登校前、蒼司朗は奥庭の仕事を終えてから、帝都神社の社しや務む所しよの奥で清志朗と一緒に朝食をとる。

　帝都神社の社務所での朝食の時間に遅れないように支し度たくすればいいので、清志朗は蒼司朗よりもゆっくり眠っていていい。蒼司朗は同室の清志朗を起こさないよう、静かに着替えて出かけようとしているのだが、清志朗はいつも起きて、蒼司朗を見送ってくれる。




（起きちゃおうか）

　さっさと支度して蒼司朗が出かければ、清志朗は起き床しよう時間ぎりぎりまでの二度寝ができるだろう。

　片手でピヨ四神をまとめて抱っこした蒼司朗は、腹ふつ筋きんを使って起きあがり、枕の下に押しこんでいた目覚まし時計を止めた。大きな音がしないように注意して、梯はし子ごを使いベッドを下りる。




　ベッドを下りる蒼司朗の影が落ちて、横になったまま清志朗は身じろぎする。

「……蒼くん、クローゼッ、ト……」

　意識は起きたようだが、清志朗はまだ目を閉じていた。身体からだを動かせるところまでは起きていないらしく、布団から腕うでを出して、クローゼットを指さすこともできないようだ。

「クローゼット？」

　ピヨ四神を抱っこしたまま、蒼司朗はクローゼットを振り向く。

　蒼司朗はいつも、寝る前に次の日に着る服を揃そろえて、ハンガーにかけてクローゼットの扉に引っかけておく。クローゼットの扉とびらは、昨夜、蒼司朗が見たときと同じだ。




「ピ」

（あ、こら……！）

　チビ朱す雀ざくが蒼司朗の腕を抜けだし、ぴこんと跳とんで清志朗の枕元に下りた。清志朗は寮に戻ってすぐに布団へ入ったが、睡すい眠みん時間は足りていない。まだ疲れの見える清志朗を寝かしつけるように、チビ朱雀は清志朗の額ひたいに手て羽ばで触ふれる。

「……んー……」

　チビ朱雀に触れられた清志朗は、睫まつ毛げを震わせた。

「ピ、ピチュン」

　眠気と葛かつ藤とうし、どうにかして起きようとしている清志朗の眉み間けんにあった険が少し取れて、表情が柔らかくなった。

　目を閉じているし、霊力のない清志朗には、そこにチビ朱雀がいることはわからないだろうが、癒しの力は確実に届いている。

（うん、ありがとう）

　気き遣づかってくれているチビ朱雀へ、蒼司朗は微笑ほほえみかける。

「ミギャギャ」

　微笑む蒼司朗とチビ朱雀を交こう互ごに見て、チビ白びやつ虎こも清志朗のベッドに下りた。

「キュイキュイ」

「「（しゅー）」」

　チビ青せい龍りゆうとチビ玄げん武ぶも、チビ白虎に続いて清志朗のベッドに下りる。

　一度蒼司朗を見上げたピヨ四神は、走り回って暴あばれて遊ぶのではなく、舐なめたり身を擦すり寄せたりして、清志朗に癒しの加か護ごを与えた。




　ピヨ四神に癒されながら、清志朗は蒼司朗に言う。

「……中に……」

（中？）

　清志朗が何を伝えたいのかわからないが、蒼司朗はクローゼットを開ける。

　開いたときによく見えるよう、こちら側に向けるようにしてかけられた二つのハンガーに、夏服のスラックスとシャツが二人分揃えてあった。

「え？」

　共用のクローゼットに、サイズの違う二人分が並んでいるなら、清志朗と蒼司朗のものに違いない。

（こっち、オレの？）

「……今日から、衣ころも替がえ、だから」




　清志朗の言葉で、蒼司朗は今日の日付を思い出す。

（今日から六月だ）

　そういえば学年歴の六月一日の欄らんに『衣替え』と書かれていた。

　気候の穏おだやかな帝都では、この時期暦こよみどおりに長なが袖そでから半袖に衣服を替える。帝都民の生活として、あまりに当たり前のことだったので、学校のホームルームの時間にも連れん絡らく事じ項こうとして伝えられなかった。

　ばたばたと日々を過ごしている蒼司朗は、衣替えを忘れていた。




「……朝早いと、まだ少し肌はだ寒ざむいかもしれないけど……」

　蒼司朗が外を歩いているだろう早朝や日暮れ時分は気温が低くて、長袖のほうが具合がいいだろうが、衣替えを忘れていて長袖を着ているのと、気温で衣類を考えて半袖を着ないのとでは違う。

「ありがとう、清ちゃん」

　蒼司朗は学生服の胸むねポケットに入れていた生徒手帳を、夏服のシャツの胸ポケットに入れ換える。確かに今、外の気温は少し低いだろうが。

（これが、夏服）

　いそいそと蒼司朗はパジャマ代わりにしているスウェットの上下を脱ぬいで、夏の制服に着替える。

　蒼司朗は帝都学園高等部の二年生だが、見習い庭師として帝都で働くのに必要な運転免めん許きよの取得のために、暮らしていた巌手で通信制の授業を受けて、半年遅れで帝都に上京し、通学を始めた。夏服を着るのは、これが初めてだ。




「ミギュ？」

「キュウ？」

「ピ？」

「「（しゅー）」」

　清志朗のベッドにいるピヨ四神は、着替えている蒼司朗が何だか楽しそうなことに気づくと、清志朗に懐なついていた顔を上げて蒼司朗に注目した。何だろうと首を傾かしげながらも、蒼司朗を真ま似ねて楽しそうな様子で、尻尾しつぽや首を振り動かす。




（んー、ちょっと大きい、かな？）

　制服は毎回、いくらか大きめに仕立ててもらうので、初めて着たシャツとスラックスは少しぶかっとしているが、馴な染じめばきっと問題ない。

（シャツの裾すそは、スラックスに入れる……！）

　帝都に進学する前、祖そ父ふ母ぼの生きていた幼おさない頃から何度も帝都の家に里帰りしていた蒼司朗は、見覚えのある帝都学園高等部の制服姿どおりに、夏服を着る。

　シャツをスラックスの外に出すと、蒼司朗の場合、裾がちょっと長すぎるかもしれないので、中に入れる着方は都つ合ごうがいい。

（ベルトは、このくらいか）

　スラックスが落ちないよう、裾を地面で擦らないよう、注意してベルトを締しめる。

「んー……」

　小柄な蒼司朗は、そうしてベルトを締めると細ほそ腰ごしが強調されてしまう。

（夏はネクタイのある制服なんだよな）

　巌手にいた中学三年生のときに学校で教えてもらったので、結び方は知っているが、実際にネクタイを結んでどこかに出かけるのは初めてだ。ちょっと緊きん張ちようする。

（うーん……、うまく着こなせないなぁ……）

　何か違うよな、と姿見で格かつ好こうを確認して渋しぶい顔になりながら、蒼司朗はベッドの清志朗に振り向く。

「清ちゃ……」

　夏服姿はどうだろうと、聞こうとした蒼司朗は、慌てて口を噤む。

（眠ってる）

　衣替えのことを伝えられて気が抜けたところに、ピヨ四神の癒しを受けた清志朗は、蒼司朗が着替えているほうに寝返りを打った格好で、すうっと寝ね入いっていた。




「ミギャ？」

「しー」

　呼びかけてやめた姿を見て、きょとんとするピヨ四神へ、蒼司朗は口の前に人指し指を一本立てて合図する。

（静かにね）

　ベッドの横にしゃがんだ蒼司朗は、清志朗が枕元に置いた目覚まし時計を、蒼司朗が起きる時間でなく、清志朗が寮を出るために起きるいつもの時間に合わせ直した。

（これでよし、と）

　清志朗の枕元に目覚まし時計を置いた蒼司朗は、おとなしくしていたピヨ四神を順番に可愛がってから、そっと抱きあげて、肩かたの上や頭の上に乗せた。

「ミギャ」

「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　新しい制服の匂においを嗅かぎ、つんつん突つついたり甘あま嚙がみしたりして、ピヨ四神はいつもの位置に落ち着く。

「（清ちゃん、いってきます）」

　起こさないよう小さな声で言った蒼司朗に、眠っている清志朗が微笑んだ。




　────いってらっしゃい、蒼くん




　夢の中でそう言ったのだろう、清志朗の優しい声が聞こえた気がした。

　ほっこり温かなものを胸に、ピヨ四神を連れて腰を上げた蒼司朗は、静かに部屋の中を移動して、鞄かばんと枝えだ打うち斧おのを持つと寮の部屋を出た。




　寮で一番早く仕事を始めるのは、食堂の調理師だ。

「アレ？　蒼司朗。ハヨおすナ？」

　起きたばかりという様子の黒くろ髪かみの外国人が、一階に下りた蒼司朗を見つけて、目を丸くした。

　うっかりしていて、しょっちゅう財さい布ふを落としている困った人だが、世界を就しゆう航こうする船で調理師をしていたハイムエンデは、作業時間はきっちりと守る。これから身支度をして、調理室で仕事を始めるようだ。

「おはようございます、ハイムさん」

「ミギュ」

「キュウ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗と同じようにピヨ四神も朝の挨あい拶さつをしたが、ハイムエンデの視線はまったく向けられることがなく、無反応だ。

（結けつ界かいのある帝都城とかじゃないんだから、見えないよ）

　不満そうなピヨ四神を、蒼司朗はこっそり可愛がる。

「ちょっと早いけど、目が覚めちゃったんで、出かけます」

「ホウか？　あんま、無理センがよ」

「はい、ありがとうございます」

　心配するハイムエンデに微笑んで、玄げん関かんに向かおうとした蒼司朗は、足を止める。

「あの、ハイムさん、もしもいつもの時間に清ちゃんが起きてこなかったら、すみません、起こしてもらえませんか？」

「清志朗を起こすト？」

　学校での成績が優秀で生活態度もいい清志朗は、品行方正で寝ね坊ぼうや遅ち刻こくをすることはない。起こす必要などないはずだと、ハイムエンデは首を傾げる。
















「昨夜、清ちゃんは仕事で遅かったんです。目覚ましが鳴っても、起きられないかもしれないから」

　蒼司朗と清志朗が外出届を出して、門限の後に寮へ戻る許可を取っていたことは、寮の職員であるハイムエンデも知っている。夜遅かったのなら、睡眠時間が足りていないだろう。深く眠りこんでいれば、喧やかましく目覚まし時計が鳴っても、目が覚めないときがある。

「フーン、なるホド。えぇデ。任せてチョ」

「すみません、お願いします」

　蒼司朗はハイムエンデに頭を下げた。

「蒼司朗は清志朗と、ホンマに仲良しジャね」

　両親の顔すら覚えていない、戦せん災さい孤こ児じであるハイムエンデには、蒼司朗と清志朗のような従兄弟はいない。いつでも互いを思い合っている二人は、羨うらやましくなるほどだ。

「オレは初めて会った赤ん坊の頃から、清ちゃんのことが大好きなんです。オレにとっての帝都は『清ちゃんのいるところ』だったんですよ」

　華はなやかな都会だから、来たかったのではない。清志朗がいるところだから、帝都は蒼司朗の大好きな場所になった。

　幼い蒼司朗と清志朗の姿を思い浮かべ、ハイムエンデは頰ほおを緩ゆるめた。

「アンジョウ、オキバリ」

「いってきます」

　ハイムエンデと別れて、蒼司朗は玄関に向かう。




　寮には早朝ジョギングをする寮生や、早朝練習に出かける運動部の寮生もいるが、その誰よりも先に靴くつを履はき替えて寮を出るのは、蒼司朗だ。

「……わは！　やっぱ、ちょっと寒いな」

　蒼司朗は玄関の扉を開け、冷気に触れて、ぶるっと身み震ぶるいする。

　朝の光は眩まぶしいが、澄すんだ空気は少し冷たくて、夏服では肌寒い。

「ミッ……！」

「キュッ」

「ピ」

「「（しゅー）」」

　外の冷たい空気に触れたピヨ四神は、慌てて顔を引っこめて、蒼司朗の制服や髪の中に隠かくれた。快かい適てきなところに引っこんで、ぬくぬくしているピヨ四神に、蒼司朗は苦笑する。

「オレも温かいから、いいけどさ」

　子供は大人おとなよりも体温が高い。聖獣様でも赤ちゃん動物であるピヨ四神は体温が高いので、くっつかれているとほこほこと温かい。だが、もっと温かくなる方法がある。

　蒼司朗は大きくひとつ伸びをして、枝打ち斧と鞄をしっかり握にぎり直す。

「夏服、一日目！　望月蒼司朗、参る！」

　気合を入れて、蒼司朗は寮を走りでた。
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　食くいしん坊ぼうのピヨ四し神じんは、奥庭の作業を終えた蒼そう司し朗ろうと一緒に、ウキウキしながら朝ご飯へ向かう。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピッチュチュピ」

「「（しゅーしゅー）」」

「おはようございまーす」

　ピヨ四神を連つれた蒼司朗が社しや務む所しよの奥へ行くと、そのすぐ後から清きよ志し朗ろうが入ってきた。

「おはようございます、蒼司朗様、清志朗さん」

　卓たくに二人分の弁当を並べていた鈴すず宮みや神官は、二人を招まねき入れて場所を空ける。朝食に遅れずに来た清志朗を見て、蒼司朗はほっとした。清志朗は蒼司朗に微笑ほほえんで、先に部屋にいた鈴宮神官と小お此この木ぎ神官長に挨あい拶さつをする。

「おはようございます、鈴宮神官、小此木神官長」

「はい、おはようございます」

　鈴宮神官から茶の湯飲みをもらった小此木神官長は、読んでいた新聞を少し下げ、蒼司朗と清志朗を見た。

「あぁ、今日から衣ころも替がえなんですね」

　制服が違うことを小此木神官長に言ってもらえて、蒼司朗はちらっと清志朗と視線を合わせ、はにかんだように笑う。

「はい。オレ、夏服初めてだし、ネクタイ結ぶ服って、これまで着たことなかったから、嬉うれしいけどちょっと恥はずかしいですね」

　照れ笑いしながら席に着く蒼司朗を、小此木神官長はにこにこと見つめる。

「よく似合いますよ～。七五三みたいです」

（七五三……）

　言い放たれて、むむっと蒼司朗は不ふ機き嫌げんになる。

　小こ柄がらで、学年で一番低い身長は蒼司朗のコンプレックスだ。似合っていると言われるのは嬉しいが、一言多い。

「それ、褒ほめ言葉じゃないです」

「えぇー？　褒めたんですよぉ？」

　にこにこ笑っている小此木神官長は、蒼司朗を馬ば鹿かにしているのかいないのか、よくわからない。そして、蒼司朗にくっついているピヨ四神は、どうして蒼司朗が不機嫌になったのかわからない。

「ミギャ？」

「キュイ？」

「チュピ？」

「「（しゅー）」」




　ぷっとむくれている不機嫌な蒼司朗が、きょとんと円つぶらな目を瞬しばたたいているピヨ四神をくっつけている姿は、ミニマムのコンビネーションで傍はた目めにはどうにもキュートだ。

（わ、笑ってはいけない……）

　鈴宮神官は、ぐっと堪こらえる。

　蒼司朗とピヨ四神が可か愛わいらしくて、さらに遠えん慮りよなく小此木神官長は笑うが、今、鈴宮神官までが笑うと、絶対に蒼司朗の機嫌を損そこねる。ほにゃりと頰ほおが緩ゆるんでしまいそうになるのを必死に堪え、平静を装よそおって鈴宮神官は蒼司朗と清志朗の湯飲みに茶をつぐ。




　ここは帝都神社の社務所で、結界領りよう域いきなので、霊れい力りよくのない清志朗の目にも、不機嫌な蒼司朗に肉にく球きゆうや手て羽ばでタッチし、首を傾かしげているピヨ四神の姿が見えた。

　リセットされ、赤ちゃん返りして小さくなった奥庭の四神は、お世話係である蒼司朗の影えい響きようを受けて成長するらしいと清志朗は聞いている。蒼司朗が不機嫌だと、怒りっぽい神様になってしまうのではないだろうか。

（でも、怒らないで、なんて蒼くんには言えないよね）

　蒼司朗のコンプレックスを知っていて、わざわざあんな褒め方をする小此木神官長は、人が悪い。蒼司朗を怒らせるようなことを言わないで欲しくても、ここは帝都神社の社務所だし、相手の社会的地位が高すぎて、清志朗は小此木神官長に意見できない。

　席に着いた清志朗は、蒼司朗の意識を他に向けることにした。




「蒼くん、早くご飯食べないと遅ち刻こくしちゃうよ？」

「あぁ、うん、そうだね」

　確かに、小此木神官長と遊んでいる時間はない。蒼司朗は清志朗と一緒に『いただきます』をする。

「ミギャミギャ」

「キュイキュイ」

「ピピピピピ」

「「（しゅーしゅー）」」

「わかったわかった！　お利り口こうにして、ちょっとだけ待つ！」

　催さい促そくするピヨ四神を宥なだめながら、弁当箱を開けた蒼司朗は、蓋ふたにピヨ四神用のご飯を手早く取り分ける。

「はい！　召めし上がれ！」

「ミギャー！」

「キュー！」

「ピピッ！」

「「（しゅー！）」」

　食べてよし！　の蒼司朗の声を聞き、ピヨ四神は朝ご飯に突進した。




「高校生の夏服はいいですねぇ」

　半はん袖そでから覗のぞく、すべすべした少年たちの腕うでを愛めでて、小此木神官長は茶を飲む。今日は朝からいいものが見られた。

（ん～、お茶が美お味いしい）

　夏服の少年たちを観かん賞しようして、ご機嫌な小此木神官長とは対照的な表情で、鈴宮神官はちょっと首を傾げる。

「朝早くにいらっしゃった蒼司朗様は、少し肌寒かったんじゃありませんか？」

　奥庭の作業も、屋おく外がいだ。ずっとその格かつ好こうで大丈夫だったのだろうかと、心配そうな鈴宮神官へ、口に入っていたものを咀そ嚼しやくして、蒼司朗は答える。

「はい。寮を出たときはひやっとしましたけど、寮から走ってきて、その後ずっと動いてましたから大丈夫ですよ。仕事してたら、寒いとか考えてる余裕ありませんし」

「それに蒼くんは、奥庭の四神様と一緒だしね」

　帝都城と帝みかどの一族を守しゆ護ごする奥庭の四神は、奥庭のお庭番である蒼司朗も加か護ごしている。ピヨ四神と一緒にいて、蒼司朗が震ふるえあがるようなことはないはずだ。

　清志朗の言葉を聞いた鈴宮神官は、弁当箱の蓋に取り分けてもらった朝ご飯を、わふわふと美味しそうに食べているピヨ四神に目をやり、ほわりと微笑んだ。

「そうですね」

　ピヨ四神は見た目こそ愛あい玩がん系けいだが、その加護の力は絶大だ。




　ゆっくり朝食をとっている時間のない蒼司朗と清志朗は、箸はしを運ぶ合間に会話する。

「ごめんね、蒼くん。朝、見送れなくて」

　すまなそうな顔で清志朗に詫わびられ、蒼司朗は快かい活かつに笑う。

「寝てて、ってオレが言ったんだよ。眠っちゃった清ちゃんを、起こさないように出てきたんだ」

「クフ」

　静かに出かけることに協力したピヨ四神は、食べながら鼻を鳴らした。ちょちょっと指先でピヨ四神を撫なでて可愛がり、もぐもぐと口を動かしながら弁当箱の蓋に料理を足す蒼司朗を、清志朗は見つめる。

「蒼くんが目覚ましの時間を仕掛け直したんだよね。ハイムさんにも、僕のことを頼んでくれて、ありがとう。目覚ましが鳴ったの、気づかなかったみたいだ」




　蒼司朗に頼まれていたハイムエンデは、いつも清志朗が出かける時間から、目を覚ましているだろう時間を推すい測そくして、清志朗を起こしに部屋へ行った。

　ピヨ四神の癒いやしの力がよく効きいて、目覚まし時計が鳴っても気づかずに熟じゆく睡すいしていた清志朗は、ハイムエンデに肩かたを揺ゆすられて目を覚ました。

　帝都学園では生活態度も寮生の自覚のひとつと考えるので、普通、寮の職員や寮生は、寝ね坊ぼうしている寮生をわざわざ起こしたりしない。

　あんな時間までぐっすり眠りこんでしまったことと、ハイムエンデに起こしてもらったこと。いつもなら考えられないことばかりで、清志朗は朝からびっくりした。




（帰ったらハイムさんにお礼言わなくちゃ）

　頼んでおいてよかったと、蒼司朗は安あん堵どする。

「清ちゃんはいつもがんばってるんだから、たまにはゆっくり眠ってていいんだよ」

　蒼司朗はそう言うが、清志朗は自分が特別にがんばっているとは思えない。当たり前のことを、普通にやっているだけだ。

（確かにゆっくり眠れて、今日はすごくすっきりしてるけど）




　昨夜の『蟲むし呼よびの夜』の後、望もち月づき造ぞう園えんの見習い庭師として働いた清志朗のほうが寮に戻るのは遅かったが、作業における責任や負ふ担たんは、神官候補生として蟲と対たい峙じし、天の戦士のお役目を果たしている蒼司朗とは、とても比べものにならない。

　それでも蒼司朗は、ちゃんと早起きして、早朝から奥庭の作業をしていた。清志朗は蒼司朗が作業をしている間、ぐっすりと眠っていたのだ。

　清志朗はピヨ四神に癒しをもらったことを知らないので、目覚ましの音に気づかないほど深く眠りこんでしまうなんて情けないと、自じ己こ嫌けん悪おしていた。

（今日は衣替えだったから、蒼くんを見送りたかったのに。駄だ目めだな、僕は……）

　夏服への衣替えは年に一度だ。『蟲呼びの夜』の翌よく朝あさであっても、清志朗は今日だけは、無理してでも起きて、蒼司朗を見送るつもりだった。




「……清ちゃん、美味しくない？」

　箸の進まない清志朗を、蒼司朗は心配そうに見つめた。

「あ、そうじゃないよ。ごめん、ちょっと考えごとしてた」

　誤ご魔ま化かして笑い、清志朗は遅れがちになっていた食事を急ぐ。

（僕のこんなつまらないことで、蒼くんを煩わずらわせちゃいけない）

　奥庭のお庭番で神官候補生でもある蒼司朗は、同じ高校生で望月造園の見習い庭師でも、清志朗よりもっと色々、考えたり、しなくてはいけないことがあるのだ。従い兄と弟この自分が、蒼司朗を心配させていてはいけない。




　清志朗は気持ちを切り替える。

「蒼くんの夏服のサイズ、大丈夫でよかった」

　蒼司朗が寮を出るときに確認したかった夏服姿を、登校前に帝都神社で確認できて、清志朗はほっとしていた。

　蒼司朗の制服は、ちょっと大きめだが、それはいつものことだ。

「うん。揃そろえて置いててくれて、ありがとう。オレ、衣替えなんてすっかり忘れてたよ」

「昨夜は『蟲呼びの夜』があったから、僕も蒼くんも忙いそがしくて、ゆっくり話をする時間がなかったしね」

　元気よく爽さわやかな少年たちの会話に、小此木神官長は微笑む。

「蟲の穢けがれも祓はらわれて、綺き麗れいな帝都で衣替えですね。気持ちいいですねぇ」




「────では神官長も、気持ちよく仕事しましょう」




　入室した新しん庄じよう神官は、大おお股またでずかずかと近寄って小此木神官長が広げていた新聞を取りあげ、卓に置いた。鈴宮神官は新庄神官に会え釈しやくし、部屋の隅すみに退しりぞく。

　帝都神社の誇ほこる剛ごう力りき無む双そうの武ぶ闘とう派は神官がお迎えに現れて、笑顔のまま小此木神官長は固まる。

「あれれぇ？」

「お食事中に申し訳ありません、蒼司朗様」

　頭を下げて新庄神官に詫びられ、蒼司朗は急いで口の中のものを飲みこむ。

「おはようございます、新庄神官」

「こちらのことはお気になさらず、どうぞお食事を続けてください。朝食は一日の活力の源みなもとですからね。しっかり召し上がらなければいけません」

「はい……！」

　新庄神官が言うようにしっかり食べれば、彼のような男性らしい立りつ派ぱな体格になれそうに思えて、蒼司朗は真剣な顔で箸を動かした。

　ゆっくり味わう時間がなく、急いで食べる蒼司朗の頰は、ハムスターかリスのように、いつもぷっくり膨ふくらんでいる。逞たくましくて実力もある新庄神官に憧あこがれる者は多いが、大人おとなになっても蒼司朗とは系けい統とうが違うだろう。




　小此木神官長が手を伸ばしかけた湯飲みは、一いつ瞬しゆん早く新庄神官に取られた。新聞だけでなく、茶を飲むのも許してはくれないらしい。

「もうそんな時間でしたっけ？」

　放っておくとふらふらとどこかに遊びに行ってしまう小此木神官長を、新庄神官が迎えに現れるのはいつものことだが、早すぎるのではないだろうか。

「夏服にお召し替えされますよう、芝しば浦うら神官から言こと付づかりました」




　神官装しよう束ぞくの夏服は生地が違っても形が変わるわけではないので、蒼司朗たちのように大きな変化はないが、新庄神官と鈴宮神官は夏用の神官装束だ。

　帝都神社の経理と人事の主任である芝浦神官は、小此木神官長の予定もすべて把は握あくしている。小此木神官長がまだ衣替えしていないことも、芝浦神官は知っていた。

　帝都神社の中で仕事をしているときには、気温に合わせた装束でもかまわないだろうが、来客時にはそういうわけにはいかない。




「お仕事の前に、どうぞお召し替えを」

　有う無むを言わせぬ迫はく力りよくをむんむんと放ちながら、新庄神官は小此木神官長に願い、恭うやうやしくもがっちりと、その腕を摑つかんだ。




　小此木神官長が新庄神官に連れ去られて五分後に、蒼司朗と清志朗は食事を終えた。

「プフ」

　ピヨ四神も、たらふく食べて満足し、お出かけスタンバイのため、蒼司朗に飛びついていつもの定位置にくっつく。

「あ、待って蒼くん、ネクタイが曲まがってる」

　清志朗は、席を立った蒼司朗の前に立った。

「ミギャ？」

　いつもならしない行動に、何だろうとピヨ四神は神しん妙みような表情で清志朗に注目する。清志朗がネクタイに手を伸ばすのを見て、蒼司朗はちょっと戸と惑まどう。

「オレのネクタイの結び方、変？」

「少し歪ゆがんでるだけだよ」

　そんなに気にするほどのことでもないと、清志朗は微笑みながら、蒼司朗のネクタイを直す。




　蒼司朗は不安な顔をするが、清志朗には蒼司朗のネクタイが歪む原因に、見当がついていた。

（奥庭の四神様だよね、やっぱり）

　蒼司朗にくっついているピヨ四神が、ぷらぷら揺れているネクタイを面おも白しろがって、じゃれていた。何日かすれば、そこにあるのが当たり前になるだろうが、夏服初日の今日は、珍めずらしいのでピヨ四神が触さわりたくなっても仕方ない。

（しばらくは、注意して見ててあげなくちゃ駄目だな）

　歪んだ蒼司朗のネクタイは、清志朗が直せばいいだけだ。

（目め茶ちや苦く茶ちや見られてるけど……！）

「ミギュ？」

「キュウ」

「ピピ」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗のネクタイを直す清志朗の手元を、ピヨ四神がガン見していた。清志朗にピヨ四神の姿が見えない場所で同じことをしても、今と同じようにガン見されるのだろう。

　気になってやりにくいが、そんなことを気にしていてはいけない。



















　動かしたネクタイが、二十センチもない距離からガン見しているピヨ四神にピシッと当たらないように注意して、清志朗は蒼司朗のネクタイを直した。

「────うん、いいよ」

　清志朗は直したネクタイを見つめ、満足そうに頷うなずく。

　いつもよりずっと近い距離で清志朗と向かいあい、蒼司朗は少し照れて笑う。

「ありがとう、清ちゃん」

「どういたしまして」

　礼を言われるほどのことではないと、爽やかに清志朗は微笑む。

（清ちゃんはいつも格好いい）

　清志朗は誰にでも誇れる、蒼司朗の自じ慢まんの従兄弟だ。

　間近で清志朗を見上げて、へへっと蒼司朗は笑い、鞄かばんを持ちあげた。

「鈴宮神官、いってきます」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

「いってきます」

「いってらっしゃいませ」

　鈴宮神官に後片づけをお願いして、ピヨ四神を連れた蒼司朗と清志朗は帝都神社を出た。
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　帝都城公園西にある帝都神社から、北にある帝都学園高等部へ向かうには、帝都大学や白しら百ゆ合り女学院、図書館などの横を通る。

「わー、皆みな夏服だ」

　見かける人すべてが夏服になっていて、蒼そう司し朗ろうは思わず声をあげる。

　蒼司朗がうっかりしていて聞き流したのではなく、そもそも衣替えの連絡はなかった。それでも暦こよみどおりに、誰だれもが衣替えをしている。

「うん。今日から六月だからね」

　蒼司朗は驚くが、清きよ志し朗ろうには普通のことだ。

「いや、六月だけどさ……」

　こんなに見事に皆の服装が替わるなんて、蒼司朗は想像もしていなかった。昨日と今日では、景色が違う。

「オレ、清ちゃんが揃そろえてくれてた服を着てこなかったら、恥はずかしかったなぁ……」

「ミギュ？」

　肩かたに乗ったチビ白びやつ虎こを撫なでて、蒼司朗は溜ため息いきをつく。

　帝都城奥庭のお庭番であると、いくらか顔が知られている（背が低いし、いつも枝えだ打うち斧おのを持って歩いているので見つけやすい）蒼司朗は、奥庭の四し神じん様やお庭番に任じてくれた帝みかどにも、恥はじをかかせるところだったのだと考えて、ぞっとする。

　神しん妙みような表情の蒼司朗へ、にこっと清志朗は笑った。

「そうでもなかったと思うよ？　登校前に着替えればいいだけだし」




　奥庭の作業のために蒼司朗が寮りようを出るのは早朝で、まだ出歩いている人の少ない時間だし、夏服では肌はだ寒ざむい気温なので、衣替えをしていなくても不自然ではない。もう少し日が高くなって、暖かくなってから夏服に着替えて登校すればいい。

　清志朗は自分が眠っている間に、もしも蒼司朗が衣替えをせずに出かけてしまっても、帝都神社に蒼司朗の夏服を持ってくるつもりだった。

　きっちりフォローしてくれただろう清志朗に、蒼司朗は笑顔を向ける。

「ありがとう、清ちゃん」




　昨日と同じように登校しているのだが、夏服で薄うす着ぎになった女生徒と擦すれ違うのは、何だか恥ずかしい。

（意識したら、かえって変だよな）

　蒼司朗はいつもどおりを心がけて、清志朗と話しながら学校へ歩く。




　四人のグループで登校していた白百合女学院・高等部の生徒が、向かい側から来る蒼司朗と清志朗に気づいた。

「おはよう、望もち月づきくん」

　声をかけてきた活発そうな美少女の顔に、蒼司朗はどこかで見覚えがある気がする。

（誰だっけ……？）

　他にも大勢の女生徒と擦れ違ってきたので、まさか誰かが挨あい拶さつをしてくれるとは思わず、驚く蒼司朗の横で、清志朗は笑顔で挨拶を返す。

「おはよう、安あん藤どうさん」

　清志朗の知り合いだったかと、気を緩ゆるめた蒼司朗へも、女生徒は挨拶をする。

「蒼司朗様、奥庭の四神様、おはようございます」

「ミギャ」

「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　可か愛わいい女の子が大好きなピヨ四神は、挨拶に応こたえてご機き嫌げんになる。

（え？　見えてる？）

　こんな反応をする少女と通学途中に会うなんて、蒼司朗は思っていなかった。

「おはよう、ございます」

　心の準備ができていなかった蒼司朗は、緊張してぎこちなく挨拶を返し、女生徒の友人たちは蒼司朗と清志朗に会え釈しやくして歩きだした。

　二人と完全に擦れ違ってから、きゃーと女生徒のグループは華はなやかに声をあげていた。




「……びっくりした……」

　はしゃぐ女生徒たちの声が遠くなるのを背中で聞いて、蒼司朗は緊張を解といて息を吐く。




　帝都で生まれ育った帝都っ子である清志朗は、小学校まで共学だったので、女の子の知り合いもいる。白百合女学院の生徒にも、たくさん知り合いがいるだろう。あの女生徒のグループでは、声をかけてきた一人だけが知り合いだったようだが。




　挨拶をされて驚いたらしい蒼司朗に、清志朗はくすっと笑う。

「さっきの子、安藤奏かなでくんのお姉さんだよ。僕たちと同学年の」

「え？　あ、あぁ！」

　蒼司朗は以前、安藤奏には三人の姉がいると、清志朗から聞いたことがあった。何となく顔に見覚えがあるように思えたのは、安藤奏に似ていたからだ。

「だからか……」

『蟲むし呼よびの夜』の現場や、行事で見かけたことがなくても、帝都の有名神社のひとつである青せい龍りゆう神社の子供なら、幼おさない頃から修行をしているだろう。

　四神の戦士として活動している安藤奏ほどではなくても、霊れい力りよくがあるなら結けつ界かいの外でピヨ四神の姿が見えても、不ふ思し議ぎではない。蒼司朗を『様』付けで呼ぶのもわかる。

　だが、蒼司朗がこの時間にここを通るのは、今日が初めてではない。

「これまで、登校中に会ったことなかったよね」

「今日はクラブの朝練がなかったんじゃないかな」

　クラブ活動があって早く登校していたから、これまで会わなかったのではないかと、清志朗は推すい測そくする。

「なるほど」

　活発な感じの少女だったので、運動部に入っていそうだ。




　夏服の女子にドキドキしながら登校した蒼司朗を、ドキドキしながら校門で待っている下級生がいた。

「蒼司朗センパイ～～～！」

　両手を広げ、大人おとなのように背の高い外国人の一年生は、砂すな埃ぼこりを蹴け立たてながら爆ばく走そうする。

　飼かい主ぬしに飛びかかる大型犬というよりも、バッファローか暴あばれ牛の突進にも似たそれに、ぎょっとした登校中の生徒が、さぁっと道を開けた。

　毎度のことなので、嬉き々きとして蒼司朗の名を呼びながら爆走する留学生にも、帝都学園高等部の生徒はいくらか慣れたようだ。




「望ぼう威いくん……」

　小さいもの好きの外国人留学生の、まさにツボ。蒼司朗の夏服姿に萌もえるのはわかるが、朝から来たかと、清志朗は温ぬるい笑みを浮かべる。

「ミッ！」

「キュ」

「ピ」

「「（しゅー）」」

　鼻息も荒あらく突進してくる望威を恐おそれ、蒼司朗にくっついているピヨ四神は、慌あわてて頭を引っこめて隠かくれた。

　他の生徒の迷めい惑わくになっている望威を見て、蒼司朗は渋しぶい顔になる。

「お前、うるさい」

　腕うでを広げて突進して、がばちょと抱だきつこうとした望威の腹に、蒼司朗の突きだした枝打ち斧の柄えがめりこんだ。




　ごすっ！

「ｏオｈウ!?」

　望威の前進が止まったので、もうもうと舞まっていた砂すな煙けむりが、そこまでで収まる。




「ったく！　周りの迷惑を考えろっての！」

　膝ひざを折り、ぐらりと前のめりになる望威の腹にめりこんだ柄を引っこめ、蒼司朗は枝打ち斧をくるりと回して持ち直した。

　腹部への強きよう烈れつな衝しよう撃げきに息を詰めたまま、蒼司朗の足元に、どうと望威は倒れる。

「……ミギュ？」

「キュウ……」

「ピ」

「「（しゅー……）」」

　望威が静かになったので、終わったの？　とピヨ四神は引っこめた顔を、そろりと出した。




「相変わらず、喧やかましい一年坊ぼうだな」

　一撃で望威を沈めた蒼司朗に、すぐ後から登校してきた篠しの原はら勇ゆう輝きは肩を竦すくめる。

「────蒼、司朗、センパイィ……！」

　ばったりと倒れてもなお、歩き去る蒼司朗へ手を伸ばして起きあがろうとしていた望威を踏ふみつけ、篠原勇輝は校門に向かう。篠原勇輝に踏みつけられた望威は、再びばったり倒れた。

「あ、若様、足が汚よごれますから、そこ、気をつけてください」

「いや、彼に気をつけてあげなければいけないのではないのか？」

　篠原勇輝と一緒に登校した若様は、倒れたままの望威を心配そうに見つめ、避よけて横を歩いた。




　すぐ背後から篠原勇輝と若様の声が聞こえて、蒼司朗と清志朗は振り返る。

「若様、おはようございます。篠原もおはよう」

「おはようございます、若様、篠原くん」




　篠原勇輝は夏服でも、冬服と同じように着き崩くずして、シャツの裾すそをスラックスから出し、ボタンをいくつか外はずしていた。帝都を守しゆ護ごする四神の戦士の一人なのに、篠原勇輝の見た目はまるっと不良で、とても怖い。

　篠原勇輝がガンを飛ばすし、うかつに声をかければ暴ぼう力りよくを振るわれそうなので、多くの生徒は若様に挨拶ができない。近くで若様と篠原勇輝に挨拶をする声を聞いた生徒は、驚いて蒼司朗と清志朗に注目する。

（若様に挨拶してる）

（あの怖い、お付きの篠原くんにも……！）

　蒼司朗と清志朗へ送られているのは、まさに勇者へ向ける眼まな差ざしだ。

　篠原勇輝に恐れをなしている生徒は、どうなることかとドキドキだが、帝都学園の生徒や帝都民が若様に挨拶をしても、よほどの無ぶ礼れい者ものでもなければ篠原勇輝が怒ることはない。




「うーっす」

　面倒くさそうに挨拶を返す篠原勇輝の横で、にっこりと若様は微笑ほほえむ。

「おはよう」

『蟲呼びの夜』を終えたばかりの帝都は、穢けがれが祓はらわれている。穢れによる負ふ担たんがなく、若様はとても調子がよさそうで顔色もいい。




　若様の制服は、冬服同様、若様用の特別仕立てのものだった。袖そでは七分で、他の生徒のように腕は見えないが、そこが若様らしくていい。




（あ、こっちの服もいいな）

　初めて見る若様の夏服を、蒼司朗はとても爽さわやかだと感じた。

「ミギャ～ン」

「キュウ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　若様大好きのピヨ四神は、甘ったれた声で鳴いた。

「おはようございます、奥庭の四神様」

　愛あい想そを振りまくピヨ四神に、若様はにっこり微笑んでから、すぐ後ろで倒れているだろう望威へと振り向く。

　迷惑行為で蒼司朗に成せい敗ばいされたようだが、はるばる遠い砂の国から来た外国人留学生を放置というのは、やはりいただけないだろう。

（それに彼は、『不思議の色石』を使って、望月蒼司朗や四神の戦士に協力し、何度も帝都を助けてくれた）

　超自然の力を駆く使しすることができる『不思議の色石』は、宝石商を営いとなむ望威にとって、特に貴重なものだ。たくさん所持しているとはいえ、『不思議の色石』は消しよう耗もう品ひんなので、帝都を救うために使われれば、力を失ってしまう。

「彼を医務室に……」




　若様が振り向くのと同時に、バネ仕掛けの人形のように勢いよく望威が立ちあがった。

「うわ……！」

　至し近きん距離でいきなり望威に立ちあがられ、若様は驚く。




　目を血走らせ鼻から血を垂たらした望威は、ハァハァしながら蒼司朗を目で捜した。まだそれほど離れていなかったので、蒼司朗はすぐに見つかった。

　ターゲット、確認！

　喜色満面の望威と視線が合って、反はん射しや的てきに蒼司朗は渋い顔になった。

（うげ！）

「ミャッ！」

「キュ！」

「ピ！」

「「（しゅー！）」」

　アヤシイ変質者そのものの望威から逃にげようと、ピヨ四神は急いで頭を引っこめて隠れる。




「蒼司朗センパ……！」

「うるっせぇよ！」




　脅おどかしただけでは飽あき足たらず、目の前に若様がいるのにも気づかぬ様子で、大声を発しながら蒼司朗めがけて駆かけだそうとする不届き者を、篠原勇輝の容よう赦しやない回し蹴りが吹っ飛ばした。




　朝から校門前で、不幸な事故に遭あいかけたものの、若様はいつもどおりに一日の授業を終えた。

「お疲れではないですか？」

　昨夜の『蟲呼びの夜』で帝都の穢れを祓ったので、若様の顔色はいいが、睡すい眠みん時間は普段より少ない。心配そうな篠原勇輝に、若様は微笑む。

「それほど疲れてはいないよ。今日は少し走りたいな」

　蟲の穢れに弱くて体調を崩くずしやすく、見み目め麗うるわしいため、儚はかなげな印象を持たれがちでも、若様は基き礎そ体力がちゃんと人並みにあり、走るのも速い。体調のいいときには、帝都城でのランニングを日課にしている。




（今年はこれまでよりも、体育の授業に出られるはずだ）

　蒼司朗が奥庭の四神様と四神変化して、天の戦士になり、帝都を浄じよう化かしてくれるので、若様は蟲の穢れに悩まされることなく、ずいぶん体調がいい。

　体力作りができるときに、しっかりと運動しておきたい。




　若様が走りたい気分なのは、とてもいいことだ。

「無理しないでくださいね」

　帝都城に若様を送り届けた篠原勇輝は、望威からもらった『不思議の色石』の調査のため、帝都城内うち堀ぼりの物もの見み櫓やぐらに向かった。




　帝都城の自室に戻り、制服を着替えた若様は、しっかり準備運動をして身体からだをほぐしてから、ランニングに出る。

　今日から六月なので、運動をするときのウェアも夏物だが、若様は日焼けしないよう長袖に軍手をし、汗止めの手て拭ぬぐいやフードもしっかり被かぶる。

　かなり間近に寄らなければ誰だかわからない格かつ好こうだが、金きん髪ぱつのせいで遠目でも目立つ若様の場合、そこにいることがわかると、皆に気を遣つかわせてしまう。若様は帝都城に勤きん務むしている者たちの仕事を邪じや魔ましたくないので、このほうがいい。

　不ふ審しん者しやっぽくても、若様は幼い頃からずっとこのような格好でランニングをしている。警けい備び員いんや公こう儀ぎ隠おん密みつたちは帝都城内堀の中をランニングする若様をよく見かけるので、不審者だとは思わない。




「こんにちは、若様」

「こんにちは」

　通りすがりに会う勤務中の警備員や公儀隠密と挨拶をしながら、若様は新しん緑りよくも清すが々すがしい帝都城内堀の中を軽かろやかに走った。




　ランニングをしている若様が挨拶を交かわすのは、人間だけではない。

「あ、ノブくん。こんにちは」

　走りながら声をかけた若様に、遊歩道を散歩していた三み毛け猫ねこが振り向く。

「ニャーン」

「どこを通ってきたんだい？」

　身体に木の葉や草の実をつけている三毛猫に笑いかけて、近寄る。足を止めてしゃがみこんだ若様を、三毛猫は見上げた。

「ニャー？」

「ちょっとじっとしていて」




　帝都には、野生の動物はいても、野の良らの動物は一匹もいない。

　蟲の生息に影えい響きようがあるので、帝都で人に飼われている動物は、すべて登とう録ろくを義務づけられている。登録されている動物は管理も厳きびしく、年に何度も状態を確認される。

　飼っている動物を逃がすと罰ばつ則そくがあるし、いつの間にか増えていたなどということは、許されない。

　若様によく慣れているこの三毛猫のノブくんは、帝都城の書庫でネズミ避けに飼われている猫だ。

「くすぐったいよ」

　毛皮についた木の葉や草の実を取ってもらった三毛猫は、甘えて若様にじゃれつく。柔やわらかい猫毛でくすぐられて、若様はくすくすと笑った。
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　六月一日は衣替えの日であり、帝都では新入社員が研修期間を終えて、勤きん務むにつく日でもある。試し用ようの作業着から、正社員の制服へ。最初に袖そでを通すのは、夏の制服だ。

　帝都城公園一帯の警けい備び員いんとして勤務についている公務員や警けい官かんは、多くが公こう儀ぎ隠おん密みつだが、地方の公務員試験に合格した者も、二年から五年ほどの期間限定で、帝都に派は遣けんされることがある。




　帝都城公園の警備員は、外そと堀ぼりと内うち堀ぼりの間と、内堀の中を警備する。

　大学新卒で公務員として採用された村むら本もと孝たか敏としが研修期間を終え、初日に勤務することになったのは、内堀の中だった。

「こちらに来る者はすべて、不ふ審しん者しやや要注意人物がいないか、門の警備員が確認している。怪あやしい者は、別の場所に案内して所持品と身元を調査している。中へ入れた者については、警けい戒かいの必要はあまりない。巡じゆん回かい警備の場所としては、一番楽なところだが、だからと言って気を抜くな！」

「はい！　村本孝敏、巡回警備を始めます！」

　先輩警備員に敬礼し、村本孝敏は警備員詰つめ所しよを出て巡回警備を開始した。




（今日から正式に帝都の警備員だ……！）

　生まれ育った篤とく嶋しま圏けんの大学を卒業して公務員試験に合格した村本孝敏は、まさか自分の勤務地が帝都になるとは夢にも思っていなかった。

（帝都で働くのは、長くて五年。それが終われば、篤嶋に帰れる）

　帝都は憧あこがれの都会だが、村本孝敏は自分が生まれ育った篤嶋が一番好きで、落ち着く。

（昨日までの研修に問題はなかったし、帝都の言葉もちゃんと喋しやべれる、大丈夫……！）

　警備員の制服で巡回警備をしていると、困っている人や観光客に声をかけられることも覚かく悟ごしておかなくてはいけない。自分が行動する範はん囲いの地図や、観光案内所などの場所は、頭に叩たたきこんだ。郷きよう里りの訛なまりのない、帝都の言葉を喋れるように、会話の練習もした。




　比ひ較かく的てき来園者の少ない平日の午前中勤務を無事に終え、村本孝敏は昼ひる休きゆう憩けいの後、午後の勤務を開始する。

（小学校は下校時間になったのか）

　帰き宅たくしてランドセルを置いてから来園したらしい、小学生の姿を見かけるようになって、今日の勤務時間がもうすぐ終わりだなと思う。

（大きな事件がなくて、よかった）

　帝みかどが住まう帝都城を見上げ、まだまだ気を抜いてはいけないと、村本孝敏は背せ筋すじを正して巡回警備を続ける。帝都での勤務を終える数年後にはきっと、郷里の者たちを案内できるほど、帝都城には詳くわしくなっているだろう。




　遊歩道の巡回をしていた村本孝敏は、道の少し先に、トレーニングウェア姿でランニングをしている男性を見つけた。

（常連の人だろうな）

　帝都城公園でのランニングやトレーニング、犬の散歩を日課にしている帝都民は、けっこういる。

　今日が勤務初日である村本孝敏は、初めて会う来園者ばかりだが、きっとこれから顔かお馴な染じみになっていくのだろう。別の道を巡回していれば、擦すれ違う形になって、挨あい拶さつを交かわしていたかもしれない。




　軽けい快かいに走っていくかと思われた男性は、ふと足を止めてしゃがみこんだ。

（靴くつ紐ひもが解ほどけたかな？　気分が悪くなったのなら、近くの売店に連つれていかなくては）

　年が若くて健康そうでも、脳のうや心しん臓ぞうの急きゆう性せい疾しつ患かんで突然具合が悪くなったり、倒れたりする者はいる。動かしてはいけない状態のように見えたなら、人を呼び、救急車で病院に運ばなければならないだろう。

　警備員は研修期間に不審者や暴ぼう漢かん・防犯対策の、格かく闘とう術じゆつ・護ご身しん術じゆつの訓くん練れんに加え、救急救命の指導も受けている。教わったとおりに、落ち着いて冷静に対たい処しよすればいい。

　すぐにまた走りだしてくれればいいのになと思いながら、少し近づいた村本孝敏は、その男性の前に三み毛け猫ねこがいることに気づいた。しゃがんだのは、猫のせいらしい。

　具合が悪いのではないとわかって、村本孝敏はほっとする。

（猫に餌えさをあげてるのか？）

　動物好きの人間は、何か餌になるようなものを、よく持ち歩いている。餌をもらうことが習慣づいてしまった猫は、その場所が餌場になる。

　村本孝敏はそう考えて、むっと眉まゆを顰ひそめる。

　あの猫が野の良ら猫ねこだったなら、この帝都城に住み着いてしまう。それはあまり喜ばしいことではない。そして、餌をもらっている猫は、一匹だけではないかもしれない。

（動物の餌えづけは、いけないことだ）

　足早に男性との距離を縮め、村本孝敏は声をかける。

「君！　そこで何をしているんですか？」

　村本孝敏の大きな声に驚いて、男性の前にいた猫が逃にげた。

　逃げ去る猫を目で追いながら、男性が腰こしを上げる。

「猫と遊んでました」

　振り向いた弾はずみで、フードが深く被かぶさってしまって顔はほとんど見えないが、声は落ち着いていて、若い。

（高校生くらいだな）

「あの猫は君の猫ですか？」

「いいえ。このあたりでよく見かける猫です」

　少年の猫ではないようだ。

（野良猫だな）

「猫に餌をあげていませんか？　ここでむやみと猫にかまわないようにしてください」

「はい。わかりました」

　素す直なおに返事をして、少年は目深になっていたフードを少し上げた。




　少年の目は、綺き麗れいな碧あおだった。




（え？）

　村本孝敏は目を瞬しばたたく。

　肌はだの色も白く、外国人らしい少年の顔は、とても麗うるわしい。そしてその顔には、確かに見覚えがあった。



















「村本さん、警備のお仕事、ありがとうございます。これからもよろしくお願いします」

　胸むねにつけていた名札を見たのだろう。にこりと微笑ほほえみ、一礼して、少年は軽やかに村本孝敏の前を走り去った。




　走り去る少年の背を、村本孝敏は呆ぼう然ぜんと見送る。

（……若様）

　まさかこんな場所で、こういう形でばったりと会うことになるとは思ってもいなかった。写真で見たことのある若様は、とても見み目め麗うるわしかったが、実物はもっと瑞みず々みずしく匂いたつような、圧倒的な麗しさを放っていた。

（帝都城にお住まいなんだから、若様や帝にとっては、ここが庭なんだ）

　若様と出会えたことは、とても嬉うれしいことだ。郷里の家族や友人たちにも自じ慢まんできる。言葉を交わすなんて畏おそれ多いことも、巡回警備を行っていれば、この先何回でもあるに違いない。皆みなに羨うらやましがられるだろう。会話の内容を、訊ねられるだろう。




　あれこれと想像して、さぁーっと村本孝敏は青ざめる。

（初対面で、注意してしまった……）

　間違ったことをしたわけではない。村本孝敏は常識的判断で、巡回中に見かけた人へ注意をしただけだが────。相手が若様だったなら、これはいかがなものだろう。

　とても素直に受け答えをして、若様はにこやかに村本孝敏と別れた。走って行ったのはランニングを続けるからであって、村本孝敏から逃げるためではない。




（大丈夫、大丈夫、な、はず……）

　自分に言い聞かせるように胸の内で繰くり返し、ぎくしゃくと村本孝敏は身体からだを動かして、巡回警備の続きを始めた。




　注意された若様は、ランニングを再開しながら反はん省せいする。

（そうか。ここで猫をかまってはいけなかったのだな）




　いけないことだとは知らなかったので、若様は帝都城の書庫で飼かわれている猫のノブくんをかまってしまった。

　些さ細さいなものでも、必要なものはすべて侍じ従じゆう長ちようが揃そろえてくれるので、同じ年頃の少年少女が日常的にやっている買い物を、若様はしない。そして若様は、食べ物を持ち歩かない。猫の餌になるようなものを持っていなかったから、若様は猫に餌をあげたことはない。だが、もしも持っていたなら、餌をあげていたように思う。




（どうして猫をかまってはいけないのだろう）

　若様は考える。禁止されるからには、必ず理由があるはずだ。

（ノブくんは美猫だからかな）

　可か愛わいい猫は、誰もが可愛がりたい。ノブくんの柔やわらかい猫毛は、撫なでるととても気持ちよくて、癒いやされる。

　だが、誰かと会うたびにかまい倒されるのは、ノブくんにとって迷めい惑わくだ。ノブくんがそっけない態度を取ったら、可愛がることのできた人は羨ましがられるだろう。ノブくんを可愛がれなかった人から、苦情が寄せられたら、帝都城の書庫は困る。

　猫のお触さわり禁止、遊んだり餌をあげたりしてはダメ、と決まっていれば、誰もにとても公平だ。

（次から、ノブくんと遊びたいときには、書庫の事務室に行こう）

　事務室なら、中に入れる人が限られている。そこに入れる者だけがノブくんと遊べるということで、納得してもらえるだろう。




　帝都城の近くにいるときでも、若様は常に誰かに見守られている。

　若様の走っている遊歩道が、木こ立だちに囲まれた場所になった。走っている若様へ、すっと音もなく、忍しのび装しよう束ぞくをまとった公こう儀ぎ隠おん密みつ候こう補ほ生せいの柳生やぎゆう蘭らん丸まるが近づいた。

「若様、先程、警備員と何かありましたか？」




　何か不測の事態が起こらないよう常に見守っていて、すぐに駆かけつけられるよう身構えているが、若様のプライバシーを尊そん重ちようするため、公儀隠密たちは会話を盗ぬすみ聞くことはない。

（あの人は、地方から来て、今日から内堀の中の勤務をしている警備員だ）

　あまりいい雰ふん囲い気きで会話をしているようには見えなかった。

（無礼なことがあったなら、上に知らせなければ）

　新入りの警備員が無礼なことをしても、若様が直接、文句を言うことはできない。

　若様が苦情を言わなくても表情などから察し、現場を目もく撃げきした公儀隠密たちが報告して、しかるべきところから警備員を注意しなければならない。




　並へい走そうする柳生蘭丸に、若様は微笑む。

「心配するようなことはない。知らないことを教えてもらった」

　柳生蘭丸は注意深く見つめたが、若様の笑顔に噓うそはない。話していた内容はわからないが、若様が心配いらないと言うならば、そうなのだろう。

「気になることがありましたら、我われ々われは近くにおりますので、いつでもお声をおかけください」

「ありがとう」

　微笑む若様に会え釈しやくして、柳生蘭丸は遊歩道を囲んだ木立が途と切ぎれるところで並走を終わらせ、すっと姿を消した。




　若様は心配いらないと言うが、相手がどう思っているかはわからない。

（あの警備員について、少し調べておいたほうがいいか）

　柳生蘭丸は、手の空いている公儀隠密候補生に調査を頼むことに決める。




　柳生蘭丸が並走を終わらせて去った、その直後。

「────あれ？　ノブくん？」

　若様は木立のすぐ奥にある植え込みの陰かげに、三毛猫の尻尾しつぽを発見した。

　呼びかけに驚いたのか、見えていた尻尾が植え込みの奥へ引っこむ。

（あそこの葉っぱと草の実……）

　さっきノブくんが身体にくっつけていたのと、同じものだ。また同じ場所で遊んでいるらしい。

（何かあるのだろうか？）

　好奇心を刺し激げきされ、若様はノブくんの後を追う。

　しゃがんで、地を這はうような低い姿勢で、若様は植え込みの中を進む。

　数メートル進んだところで────。

「え？」




　足元の地面が、すとんと沈しずんだ。




　近くにいた公儀隠密候補生を見つけ、新人警備員・村本孝敏の調査を頼んできた柳生蘭丸は、密ひそかに警けい護ごしていた若様の姿を見失った。

　こんなことは初めてだ。

（まだそんなに遠くには行かれていないはず……）

　見当をつけ、柳生蘭丸は若様が走って行っただろう方角に向かう。

　若様は足が速い。蟲の穢れの影響さえなければ、公儀隠密と同じくらい速い。

（別れてすぐに、ダッシュをかけておられたなら、そこそこ進まれているか）

　今日の若様は、ずいぶん調子がよさそうだった。それでも、一分にも満たない時間で、若様の背中がまったく発見できないほど、距離を開けられるはずはないのだが……。
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「すみません、若様がどちらに向かわれたか、ご存じではありませんか？」

　頭を下げて、柳生やぎゆう蘭らん丸まるは近くを警けい備びしていた警備員や公こう儀ぎ隠おん密みつに訊たずねて回った。

　少しばかり距きよ離りを置き、若様を陰かげながら警けい護ごしている公儀隠密候こう補ほ生せいのリーダーである柳生蘭丸にとって、これは若様を見失ったと暴ばく露ろして回っているのと同じだ。

　未み熟じゆく者ものと見られるだろう、恥はずべき行動なのだが、そんなことを気にしている場合ではなかった。

「若様？　いや、こちらには来られていないぞ」

「そうですか。ありがとうございます」

　返事を聞き、柳生蘭丸は急いで別のほうへと向かう。




　お忍しのびで行動したいとき、若様は警備員に見つからないよう帝都城を抜けでることがある。警備員はどこかへ行こうとする若様を見つけたら、なぜ、どこに行くのか訊ねる義務があるが、公儀隠密や公儀隠密候補生にはその義務はない。

　公儀隠密や公儀隠密候補生は、さりげなく警備員の目を逸そらす協力をしながら、密ひそかに若様の警護を続ける。だが、あくまで密かになので、ときどき若様を見失うこともある。だから公儀隠密や公儀隠密候補生は、必ず複数で警護を行う。

　変装して特とく徴ちよう的てきな髪かみの色や顔を隠かくしても、雰ふん囲い気きがどことなく魅み力りよく的てきで、近寄りがたい厳おごそかな感じがするので、城下の人ごみで見失ってしまったとしても、若様を発見するのはそれほど難しくない。




　まだ学生である公儀隠密候補生が、若様に追跡を振りきられてしまったかと、大人おとなたちが苦笑しながら柳生蘭丸を見送れたのは、ほんの五分ほどのことだった。

「若様はどちらにおられるのかな？」

「いや、さっきも、蘭丸くんに聞かれたのだが」

　ちょっと気になって、巡じゆん回かい途中に会った警備員や公儀隠密は訊ねあうのだが、誰だれも若様がどこにいるかを知らなかった。




「すみません」

「若様はこちらを出られてませんか？」

　柳生蘭丸に協力を頼まれた公儀隠密候補生が、二人一組で帝都城内うち堀ぼりにある二カ所の門に急行し、警備に当たっている警備員に訊ねた。

「こちらからは出ておられない」

「まだ中にいらっしゃると思うぞ」

　若様が帝都城内堀の門、どちらかを出た場合は、他方にその旨むねの連絡が入る。

「そうですか。ありがとうございます」

　礼を述のべた公儀隠密候補生たちは、一人を門の近くに残し、もう一人は公儀隠密候補生の詰つめ所しよで待機して情報統括を引き受けた柳生藤ふじ丸まるのところへ戻った。




「……西門も通られてない、か」

　内堀の門の両方から、若様は通っていないという報告を受けた柳生藤丸だが、それだけでは若様が内堀の中にいると断言できない。

（運びだされる大きな荷物は、すべて中身を確認される）

　たとえ馴な染じみの業者であろうとも、何か荷物を持って出入りするときには、その大小にかかわらず荷物の中身が何であるのかを確認される。

　若様を拉ら致ちし、隠して外に出ようとしても、必ず阻そ止しされる。そのはずだ。

（何より、該がい当とうしそうな者は、誰も門を通ってない）

　若様の姿が見えなくなってから、新たに帝都城内堀を出入りした者はいないのだ。

　むっと眉まゆを顰ひそめている柳生藤丸の前に、別の公儀隠密候補生が報告に来る。

「奥庭の門の近くにも、若様はいらしていないようです」

　帝都城奥庭の門は、内堀の中と外にある。奥庭に入ることのできる帝みかどと若様なら、門を通らなくても内堀の外にある帝都城公園の側に行けるが、それでもないらしい。




　思いつくかぎりの場所を訊ね回った柳生蘭丸は、何か情報が入っていないか確認するため、詰所に戻る。

「どうだ!?」

　うっすら汗を浮かべ、軽く息を切らして詰所に入ってきた柳生蘭丸を、柳生藤丸は渋い顔で迎えた。

「駄だ目めだ、兄貴。誰も若様を見てない」

　歴代の公儀隠密候補生でも、特に優秀だと評されている兄のこんな姿を見るのは、柳生藤丸にとって初めてのことだ。




　帝と若様の写真を届けるために新聞社帝てい都と日につ報ぽうへ出かけていて、警護の任務から外れていた柳生真ま純すみは、血けつ相そうを変えて詰所に駆かけこんだ。

「若様がどこにもいらっしゃらないって聞いたのだけど……!?」

　本当のことなのかと訊ねようとして、柳生真純は言葉を吞のみこむ。詰所に漂ただよう、どんよりとした空気だけで、小耳に挟はさんだことが本当だとわかった。

　情報収集のために、ついさっきまで外に出ていたらしい長ちよう兄けいの姿を見つけ、柳生真純は静かに近寄る。

「────蘭丸兄さん、帝都城の警備事務室に、来るようにって……」

　柳生真純の伝えた命令に、息を整えて柳生蘭丸は頷うなずく。

「わかった」

「兄貴、俺たちも行く！　兄貴だけの失しつ態たいじゃない」

　柳生藤丸は、柳生蘭丸と同じく若様の警護の任務についていた公儀隠密候補生を視線で促うながす。

　別れて複数で警護についていても、誰かが若様に声をかけるような事情があるときには、さりげなく視線を外はずして、話をしやすいように計はからうのはいつものことだ。今回は若様の姿を完全に見失ってしまったが、これまでこんなことはなかった。

　緊張で蒼あおくなりながらも、同行しようとする柳生藤丸たちに、柳生蘭丸は首を横に振った。

「呼ばれているのは、俺一人だ」

　大勢で押しかけるのは迷めい惑わくになる。

「お前たちは引き続き、若様を捜してくれ」

「一緒に行きます！」

　躊ちゆう躇ちよすることなく詰所を出た柳生蘭丸を、柳生真純は追いかけた。

　妹でも、柳生真純は候補生ではなく公儀隠密だ。ごく近しい身内である兄の失態ならば、ともに責任を負おわなければならない。




　あっという間に出て行ってしまった二人を、残った公儀隠密候補生たちは不安そうな目で見送った。

「藤丸さん……」

　縋すがるような視線を向けられた柳生藤丸は、ばりばりと頭を搔かく。

「燕えん哉や、元もと就なり、剛たけ志し、お前らはここに残れ。外の奴らから何か連絡が入ったら、すぐに知らせろ。後の奴は、俺と一緒に来い……！」

「はい！」

　柳生藤丸の指示に、詰所にいた公儀隠密候補生はほっとした顔で従った。

　柳生蘭丸が言ったとおり、呼ばれてもいない公儀隠密候補生が警備事務室にのこのこ顔を出すわけにはいかない。警備事務室の中に入らなくてもいいと、柳生藤丸は思う。

（何が起こっているのか、知ることはできる）




（まるで神隠しにでも遭あわれたようだ……）

　警備事務室に向かう途中、ふと頭に浮かんだ言葉を、柳生蘭丸はまさかと打ち消す。

　若様が忽こつ然ぜんと姿を消してしまったのは不思議だが、この帝都城内堀の中は奥庭の四し神じんの加か護ごを受けている場所だ。帝と若様も、奥庭の四神の加護を受けている。若様を隠そうとする神なんて、ここにはいない。




　巡回警備を終え、交代の者に引き継ぎをした村むら本もと孝たか敏としは、研修のときと同じように勤きん務むを終えようとして、警備班長の園その田だ真ま淵ぶちに引き止められた。

「ちょっと話をさせてもらってもいいかな？　村本くん」

「あ、はい……！」

「では、そちらの部屋に入りたまえ」

「はい」

　事務室の奥にある部屋へ入るよう促され、村本孝敏は緊きん張ちようしながら勧すすめられた椅い子すに座る。

「楽にしたまえ」

　卓たくに二人分の茶の湯飲みを置いた園田真淵警備班長に、村本孝敏は恐きよう縮しゆくして頭を下げる。

（勤務初日だものな）

　初勤務について何か反省や感想を言わされるのかと思っていた村本孝敏の向かい側に腰こしを下ろし、園田真淵警備班長は小さく溜ため息いきをつく。

「若様のお姿が見えないらしい」

「は？」

　言葉の意味がわからず、村本孝敏はきょとんと目を瞬しばたたいた。

（お姿が見えない、って……）

　若様は帝都城の近くでランニングをしていた。

　その姿が見えない、なんて？

　園田真淵警備班長は、村本孝敏をまっすぐに見つめて訊ねた。

「君は若様と何を話した？」

「え？」

　姿が見えない、ということは、どこに行ったのかわからないということだ。

（……若様が、行方ゆくえ知れずになられた……？）

　自分と話した後、のことだ……。

　さぁーっと村本孝敏は全身から血の気が引いていくのを感じた。

　目の前で真まっ青さおになった村本孝敏の緊張をほぐすように、園田真淵警備班長は言う。

「若様と最後に話したのは、君ではない。最後に話した者によると、若様はいつもと変わらない様子だったそうだ」

「そ、そうですか……」

　村本孝敏は、少しほっとする。初対面の村本孝敏は、いつもの若様を知らないが、いつもどおりだと思う人がいたなら、そうなのだろう。若様がいなくなる直前に会話をしたのが自分でなくて、よかった。




「君は若様と何を話した？」




　もう一度、園田真淵警備班長に訊ねられ、村本孝敏は蒼い顔のまま答える。

「じ、自分は、その人が若様だとわかっていて、声をかけたのではありません……！　若様はフードを目ま深ぶかに被かぶっておられて、頭も顔も見えなかったので……」




　いつもの格かつ好こうで、若様が帝都城の近くでランニングをしていたことは、他の警備員や公儀隠密たちも確認済みだ。初めてあの格好を見て、すぐに若様だとわからないのは当然だ。




「じ、巡回中に、遊歩道で前を走っていた人が、立ち止まってしゃがんで、三み毛け猫ねこをかまっていたので、帝都城に野の良ら猫ねこが住みついて徘はい徊かいするようになってはいけないと考え、餌をあげたりかまわないようにと注意しました……。ちゅ、注意した後に、その人が若様だと……！」

　話していきながら、とんでもないことをしたのだと自覚して、ぶるぶると村本孝敏は震ふるえた。

　村本孝敏の話を聞いた園田真淵警備班長は、ふむと考える。

「────その注意は無用だ」

「は、はいっ！　申し訳ありません！」

（やはり、若様に対して無ぶ礼れいを働いたのだ！）

　椅子に座ったまま、身体からだを二つ折りにする勢いで頭を下げた村本孝敏に、いや違うと園田真淵警備班長は頭を上げさせる。

「その三毛猫は、帝都城の書庫でネズミ避よけに飼かっている『ノブくん』という猫だ。帝都に野良猫は一匹もいない。住みついては困るという問題は、最初から存在しない」

「え？　野良猫がいないんですか？」

　ぽかんとしている村本孝敏へ、園田真淵警備班長は頷く。

「野良はいない。犬でも猫でも。研修で聞いていないか？」

「す、すみません……！」

（野良がいないなんて……。そんなところあるんだ……）

　さすが帝都。都会である。田舎いなか者ものの村本孝敏は小さくなる。

「ノブくんについては、むしろ、誰かに盗ぬすまれないか、どこか体調不良がないか、見かけたら常に気を配くばってほしいくらいだ」

「はぁ……」

（帝都城の書庫の猫って、そんなに大事なのか）

　郷きよう里りにも三毛猫はたくさんいたが、そんなふうに大切に扱あつかわれてはいなかった。

「ノブくんは雄おすだ」

「はぁ、そうなんですか」

（血統書付きってやつなのかな。すごいな）

　生返事をする村本孝敏は知らないようなので、若様の話からはちょっと脱だつ線せんしてしまうが、園田真淵警備班長は教える。

「雄の三毛猫は、染色体の異常で生まれる、三万匹に一匹という希少種で、寿じゆ命みようも短いらしい。売買すると、二千万円以上とも言われている」

「はぁっ!?」

　目玉が飛びだしそうな勢いで驚いて、村本孝敏は帝都という場所を恐きよう怖ふする。

（すぐ近くを、帝や若様、そして何千万円もする猫が普通に、普通にっ……！）

　何か粗そ相そうがあったなら、どうなることか。もしノブくんが自分の不ふ手て際ぎわで誰かに攫さらわれ、ペットショップの売りものになってしまった場合、責任を取って買い戻さなければならない。猫一匹を買い戻すのに、新人公務員の給料が何年分必要なのかと考えて、村本孝敏は気が遠くなる。




「君は、注意をした後に若様だと気づいたようだが、研修のときと同じように、注意したのかね？」

「は、はいっ！　それは、確かにっ！」

　びしっと背筋を伸ばし、裏返った声で村本孝敏は言いきる。




　警備員の制服を着ていれば、注意は比ひ較かく的てき聞き入れられやすいが、些さ細さいな言葉ひとつでいらないトラブルを引き起こすこともある。

　特に帝都は、地方から訪れる観光客など、慣れない土地を歩いている人の多いところだ。対応が冷たい、居い丈たけ高だか、横おう柄へい、偉えらそう、そんなふうに受け取られて帝都の印象を悪くしないよう、厳重に注意されている。




　がちがちに固まっている村本孝敏の前で、園田真淵警備班長は茶を飲んで考える。

「ならば、若様が気にされることはないか。いや、昔から、注意というものをされたことのほとんどない方だからな……。ちょっとした注意でも、他の者より堪こたえるかもしれん。気に病やまれることも、あるいは────」

　呟つぶやきを耳にして、頭の中が真っ白になった村本孝敏は、退出する園田真淵警備班長から帰っていいと言われても、そこから動けなかった。




　菓か子し折おりを持って帝都神社へ相談しに来た園田真淵警備班長の言葉を聞いて、小お此この木ぎ神官長は首を傾かしげた。

「新人警備員に猫と遊んじゃダメと注意されて、若様が行方知れずになったんですか？」

　傷心で失しつ踪そう？　そんな馬ば鹿かなことが。

「面めん目ぼくない。まったくわかりません。普段と違うことといえば、そのくらいでして」

　困り果はてている園田真淵警備班長へ、柳生充じゆう兵べ衛え翁おうは頭を下げる。

「此こ度たびは、不出来な孫の失態にて、申し訳ない」

「いえ、新人研修に不備があったせいです……！」




　帝都にいる犬猫などの生き物は、すべて飼われているものだと知っているかどうかの確認を怠おこたったところに問題があったと、園田真淵警備班長は反省することしきりだ。

　新人研修の教育事じ項こうには、ペットの状況確認の項こう目もくがあり、帝都に野良はいないと教えねばならないのに、今回の村本孝敏に限って、それが抜けていたらしい。




　三人に茶を配り、部屋の隅すみに少し下がった鈴すず宮みや神官は眉を顰める。

「────小此木神官長、あの『ハイムエンデさんの件』に似ていませんか？」

「彼だけが『いなくなる』あれですか？」

　鈴宮神官と小此木神官長の言葉に、園田真淵警備班長はぎょっとする。

「あれは『彼』に関してだけじゃありませんでしたか!?」

　確かにそこにいるはずなのに、ハイムエンデの存在を認識できなくなる『不思議』。

　むうっと柳生充兵衛翁は唸うなる。

「若様を、か……！」

　それは帝都の次代の帝の存在を消してしまう、大おお事ごとだ。

　柳生充兵翁は、ぐぐっと拳こぶしを握にぎり、奥歯をぎりぎりと嚙かみしめる。

「何たる暴ぼう挙きよ！　何たる破は廉れん恥ち！」

「あ、興奮しちゃ駄目ですよ、柳生翁。お身体に障さわりますから。えーと、だったら、我われ々われの記憶から消しちゃったほうが早いですよ。若様の姿が見えないだけじゃあ、ねぇ」

　大おお騒さわぎにならないよう、事を運んだほうが賢かしこいのではないかと、小此木神官長は考える。

（奥庭の四神の加護の力に、乱れはない）

　見た目こそ愛くるしい愛あい玩がん動物のようになってしまったが、帝都城を守護する奥庭の四神の力は以前と変わらず強大だ。加護している者に、誰かが何かちょっかいをかけたのなら、奥庭の四神はおとなしくしてはいないだろう。

　だがそれらしい守護の力の乱れを、小此木神官長は感じない。




　ハイムエンデが帝都に来たその日、警備員や公儀隠密、神官たちはハイムエンデを認にん識しきできなかった。外国から来た得え体たいの知れない要注意人物として、ハイムエンデは見つけられてからずっと、帝都警察と公儀隠密の監かん視しがつけられている。

　ハイムエンデのことを認識できない者ばかりだったのに、蒼司朗は彼と会って、普通に会話をしていた。

　蒼司朗は奥庭の四神の加護を受けている。奥庭の四神は、存在を認識できなくなるというハイムエンデの不可解な力の影えい響きようを受けない。

　若様の身に何か起こっていたなら、奥庭の四神が騒ぎ、蒼司朗が動いているはずだ。蒼司朗が何か違った行動を取れば、公儀隠密たちから報告があるはずだが、蒼司朗は今日も普通に過ごしている。




　ふむ、と小此木神官長は頰ほおに人指し指を一本当てて考える。

「蒼司朗くんと奥庭の四神様に、ちょっとお使いを頼んでみましょうか」
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　柳生やぎゆう真ま純すみは風ふ呂ろ敷しき包づつみを持ち、望もち月づき造ぞう園えんの作業先である帝都南公園へ向かった。

「お仕事中、申し訳ありません、蒼そう司し朗ろう様……！」

　声をかけられ、作業の手を止めた蒼司朗は、忍しのび装しよう束ぞくで訪れた柳生真純に振り向く。

「あれ？　こんにちは、柳生さん」

「ミギャ？」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

　のほほんとした蒼司朗に、きゅるるんと愛らしい奥庭の四し神じんがいつものようにくっついている姿を見て、柳生真純は内心ほっとする。

（よかった、奥庭の四神様も蒼司朗様も、いつもどおりだわ）




　────奥庭の四神様と蒼司朗くんが普通に仕事をしていたら、若様には何の心配もありませんよ。




　ただ、どこにいるのかわからないだけで。

　飄ひよう々ひようとしている小お此この木ぎ神官長の言葉は緊きん迫ぱく感かんを欠かくが、柳生真純たちはそれを信じる以外にない。




（若様を捜さがしだせるのは、奥庭の四神様を連れた蒼司朗様だけなのよ……！）

　無事な姿を、一いつ刻こくも早く確認しなければならない。




　柳生真純が蒼司朗を訪ねてやってくることは、滅めつ多たにない。しかも、忍び装束となると、公こう儀ぎ隠おん密みつとしての公務だ。

（何かあったのかな？）

　蒼司朗は鋏はさみをしまう。

「ごめん、ちょっと離れるね、清きよちゃん」

「うん」

　一緒に公園の生いけ垣がきの剪せん定てい作業をしていた清きよ志し朗ろうは、鋏を動かす手を止めずに、快こころよく蒼司朗を送りだす。蒼司朗は小走りで、歩道の端はしに控ひかえている柳生真純へ近づいた。

「オレに何か用ですか？」

　にこっと笑う蒼司朗に、柳生真純は恭うやうやしく頭を下げる。

「小此木神官長の使いで参りました。若様へのお届け物です」

　珍めずらしい仕事だ。蒼司朗は首を傾かしげる。

「若様にお届け物？」

「はい。お願いいたします……！」

　恐きよう縮しゆくして深々と頭を下げ、柳生真純は風呂敷包みを蒼司朗へ差しだした。




（えーと？）

　蒼司朗は柳生真純と、彼女の差しだす風呂敷包みをまじまじと見つめる。

（若様には、いつだって、公儀隠密の警けい護ごがついてるんじゃなかったっけ……）

　姿を見せることはなくても、陰かげながら若様の行動に常つねに気を配くばっていて、不ふ審しん者しやが近づかないよう、阻そ止ししているのだと聞いている。

　届け物なんて、わざわざこんなところまで来て蒼司朗に頼まなくても、若様の警護をしている者に頼めばすむことだ。────それができないということは。

（奥庭とか、柳生さんたちの入れないところにいらっしゃるのかな）

　門が閉じているとき、奥庭の外にいる者は、中の様子を覗のぞき見ることは一切できない。呼びかけても、中にいる者に、その声はおそらく聞こえない。




「わかりました。今から行けばいいんですね」

「三十分以内でお願いします……！」

　蒼司朗は柳生真純の差しだす風呂敷包みを受け取る。

「ミギュ？」

「キュイキュイ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　いただきものをしたのかと、期待に満ちた目でピヨ四神に見上げられて、蒼司朗は苦笑した。

「んー、違う違う。これはお使いもの。若様の、だからね」

　いただいたわけじゃないんだよと、蒼司朗はピヨ四神に言い聞かせる。

「あ、あの、中には、奥庭の四神様へのお菓か子しも入っています……！」

　ピヨ四神にとって、若様を捜すなんて造ぞう作さもないことだが、結局は神様を使い走りにしてしまうからと、小此木神官長は少しだけ、おまけを支し度たくしていた。

「あぁ、そうなんですか。よかったね」

「ミギャ！」

　菓子と聞いて、ピヨ四神の目がキラキラと輝かがやいた。風呂敷包みに飛びつかないように、蒼司朗はピヨ四神を撫なでて可か愛わいがる。

「お届け物を若様に渡してから、だよ。お使いができた、ご褒ほう美びなんだからね。包みを開くのは、若様。だから、若様からいただこう。いいね？」

「キュウ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　優しく蒼司朗に言い聞かされて、ピヨ四神は納得したようだが、柳生真純は何か違うと思う。

（神様が、ご褒美をもらうって……）

　そんなことがあるのだろうか。いやない、はずだ、が、ここではそれでいいらしい。




「すみませーん！　伯お父じさん、帝都神社のお使いをするので、作業から抜けまーす！」

　振り向いて、大きな声で言った蒼司朗へと、望月造園の親方で伯父の望月左さ近こんは、片手を上げて了りよう承しようの意を示す。

「おう！　しっかりやってきな！」

　帝都神社から蒼司朗へ命じる仕事は、彼にしかできないことだ。帝都で一流の庭師を目指す蒼司朗は、望月造園の作業を続けたいだろうが、優先の順位は帝都神社のほうが上なので仕方ない。




「枝えだ打うち斧おのを取ってきたら、すぐ行きます」

「はい……！」

　どうぞよろしくお願いしますと、深々と頭を下げる柳生真純に、蒼司朗はふと思いついて訊たずねる。

「柳生さんのその服も、今日から夏物なんですか？」




　公儀隠密の忍び装束は、一見しただけでは、生き地じの違いがわからない。

　帝都学園高等部の制服だけでなく、蒼司朗が着ている望月造園の法はつ被ぴも今日から夏物だ。




　若様の行方ゆくえが知れず、心配なのは変わらないが、蒼司朗の無む邪じや気きな問いを聞き、ふと柳生真純の肩から力が抜けた。

「はい、夏物です」




　蒼司朗は、清志朗と一緒に作業をしていた生け垣へ戻ると置いていた枝打ち斧を取る。

「じゃあ、清ちゃん、また後でね」

「うん、後でね」

　蒼司朗でなければいけないことは、どのくらいの時間がかかるものなのか、さっぱり読めないことが多い。望月造園の作業が終わるまでに、戻ってこられないと考えたほうがいいだろう。次に蒼司朗が清志朗と顔を合わせるのは、帝都学園高等部の寮りようかもしれない。

「あ、蒼くん！　法被を脱ぬいで行かなくちゃ駄だ目めだよ」

　蒼司朗は望月造園の見習い庭師として使いに行くのではなく、帝都神社の使いだ。

「あぁ、そうだね」

　蒼司朗は納得して、手を差しだした清志朗へ、脱いで畳たたんだ法被を渡した。

「気をつけてね」

「うん。いってきます」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　結界領域の外で、霊れい力りよくのない清志朗には姿は見えないし鳴き声も聞こえないのだが、ピヨ四神は使いに出かける蒼司朗を真ま似ねて、行ってきますの挨あい拶さつをした。




　届け物の相手はわかっていても、どこにいるのか、蒼司朗は柳生真純から教えてもらっていない。

（無ぶ粋すいだもんな）

　ピヨ四神は若様を守しゆ護ごしている。どこにいるのかわからない者を、守護なんてできない。

　わかっているはずのことを、教えるのはおこがましいと考えられたのだろうと、蒼司朗は判断する。

「若様は、どこかな？」

「ピ！」

　蒼司朗の頭の上にいるチビ朱す雀ざくが、まっすぐに手て羽ばを上げて、帝都城の方向を指し示した。

「了解ー！」

　包みの中身が、崩くずれやすいものだといけないので、蒼司朗は走らずに早足で、帝都城のほうへと向かった。




　迷いなく進んでいく蒼司朗の姿を、少し離れたところから警護するように見ていた柳生真純は、ほっとする。

（あちらね）

「────やっぱ、あっさり解決かよ」

　すぐ近くから兄の声が聞こえて、柳生真純はぎょっとする。

「藤ふじ丸まる兄さん……！」

「こら、蒼司朗様から目ぇ離すな。行くぞ」

　柳生藤丸は妹を促うながして、任務中の公儀隠密らしく物陰に身を潜ひそめ、蒼司朗の後を追う。

「いいの？　藤丸兄さん、ここにいても」

　枝打ち斧は目立つが、蒼司朗は小こ柄がらなので、すぐ人の陰に隠かくれてしまう。見失わないように、慎しん重ちように蒼司朗の後を追いながら、柳生真純は眉まゆを顰ひそめる。

（詰つめ所しよでおとなしくしてなきゃ、叱しかられるわ）

　公儀隠密候こう補ほ生せいたちがやってしまったのは、警護対象者を見失うという、大変な不ふ祥しよう事じだ。反省の様子もなく、ひょこひょこ城下を出歩いているのは、よくないだろう。

「一緒に来た奴らは帰したよ。蘭らん丸まる兄貴が親父や祖じ父いさんたちに、たっぷり絞られてる。若様がご無事だとしても、確かめなくちゃスッキリしねぇよ……！」




　どうしてこんなことになったのか。若様が何か意い図とされていたのか。警護していた公儀隠密候補生たちに、どれほどの落ち度があったのか。




（いつでも、最後に出張るのは、あいつだ）

　蒼司朗の後ろ姿を見つめながら、柳生藤丸は唇くちびるを嚙かんだ。




　夜の仕事前の休きゆう憩けい時間、お気に入りになった鯛たい焼やきを買いに出かけたハイムエンデは、その帰りがけに蒼司朗を見かけた。

「珍シイこともあるゾナ」

　望月造園の法被を着ていないので、仕事の途中ではないようだ。何か、風呂敷包みを大事そうに抱かかえて歩いている。

「どこへ行くんジャろ？」

　帝都学園高等部の寮への帰り道とちょうど同じだったので、ハイムエンデは蒼司朗の後をついていく。




　そして、帝都南地区には、宝石店を構えている外国人もいた。

「蒼司朗センパイ？」

　お客様の屋や敷しきに、サイズのお直しを終えた商品を届けた望ぼう威いは、特とく徴ちよう的てきな枝打ち斧を持って、ふわふわと髪かみを揺ゆらしながら歩いていく小柄な少年の姿を通りの向こうに見つけて、ぱぁっと顔を輝かせた。

「ナンという運命！」

　望威は今日に限って、たまたまこの時間に一人で外出することになった。

　帝都南公園で望月造園が作業をしていることは知っていたので、蒼司朗が来ていないかなと、覗きに行くつもりだった。覗きに行く前に蒼司朗の姿を見つけられるとは、何という幸運！

「yeahイエア！」

　突然大声を発し、右手に握にぎった拳こぶしを嬉き々きとして天に向かって突きあげた望威に、近くにいた歩行者は、びくっ！　と身を震ふるわせた。散歩をしていた犬は、ずさっと跳とび退のいて道の端はしに寄り、塀へいの上を歩いていた猫ねこは、全身の毛を逆さか立だたせる。

　ハァハァと鼻息も荒あらい望威は、雰囲気だけでアヤシイ。望威と目を合わせないようにして、人間だけでなく犬猫も、足早にそこから離れた。




「……お母さん、あの人、なに？」

「しっ！　見ちゃいけません！」

　望威を指さそうとする幼おさない子供を叱り、母親は子供の手を引いて、そそくさと歩き去った。




　蒼司朗しか見ていない望威は、自分の周りの者たちの反応をまったく気にしないし、気づいていない。

「運命ノ赤い糸ですネ！」

　これはもう、がっつり繫つながっているのに違いないと、ウキウキしながら駆かけ寄ろうとした望威は、蒼司朗の後をつけている不審者（お仲間？）を発見した。

「お邪じや魔まガイジン～～～！」

　むっと不ふ機き嫌げんになって、望威は頰ほおを膨ふくらませる。

　望威にとってハイムエンデは、蒼司朗に気安く近づく、要注意人物だ。

（何か企たくらみデモあるのデスカ？）

　蒼司朗に害をなす輩やからなら、ただではおかない。望威はポケットに入っている『不思議の色石』の入った箱を握りしめ、ハイムエンデに気づかれないように、しっかり距離を取って後を追う。




「真純様、藤丸さん、こんにちは」

　ハイムエンデの尾行を行っていた公儀隠密が、行き先が同じらしい二人を見つけて、会え釈しやくした。

「……こんにちは」

「ちはっす！」

　挨拶を返して、柳生真純と藤丸は、ちらっと目配せしあう。声をかけてきた者だけでなく、もう何人かの公儀隠密と、帝都を巡じゆん回かい警けい備びしている警官もハイムエンデの行動をチェックしている。

　そしてさらに、後ろにいる外国人が一人増えていた。

（こんな、大勢で尾行するはずじゃ、なかったのよ……！）

（てか、バレんの時間の問題じゃね？）










[image: ]




　若様は気持ちよく目を覚ました。

「────あれ？」

　目覚めは爽さわやかなのだが、周りが薄うす暗ぐらい。

　今は何時なのだろうと考える。見上げている天てん井じように覚えがない。そして横になっているのは、布ふ団とんの上ではない。着ているのは、運動をするときのウェアだ。

（ここは……）

　どこで、一体自分に何が起こったのだろう。状じよう況きようがわからないのだから、意識が戻っても、迂う闊かつに行動すべきではないと若様は考える。

（苔こけ、かな）

　身体からだの下にある、ふかふかしたものの手て触ざわりと匂においには、覚えがある。

「ニャーン」

　身体の右横から猫ねこの鳴き声が聞こえ、柔やわらかくて温かいものに擦すり寄られた。軽い足音をさせて、猫が若様の右側から顔の近くに来る。

（ノブくん……）

　若様の首のところに、三み毛け猫ねこは甘えて頭をすりすりする。寛くつろいでいるノブくんの様子を見て、若様は緊きん張ちようを解といた。ノブくんは人見知りで、警けい戒かい心しんの強い猫なので、危険な場所や怪あやしい人がいるところに長居はしない。

「くすぐったいよ」

　くすくすと笑いながらノブくんを撫なで、若様は思い出す。

（そうか、確か、走っている途中でノブくんを見つけて追いかけて）

　植え込みの陰かげで、何かを踏ふみ抜いたようだ。落ちたという感覚の後、記き憶おくが途と切ぎれている。

　身体のあちこちにゆっくり力を入れながら、若様は慎しん重ちように上半身を起こす。

（どこにも怪け我がはしていない。痛むところもない）

「ニャー」

　起きあがった若様の膝ひざの上に移動し、ノブくんはゴロゴロと喉のどを鳴らした。

「……ここは地面の下だな、きっと」

　薄暗がりに慣れた目に、坑こう道どうのような通路が見えた。少し向こうの天井には、細いコの字型に光が射さしこむところがある。

（あそこから滑すべり落ちたのか）

　光が射しこむ場所のすぐ下に、切りだした石を積つみあげて階段が作られていたようだが、そこは土を被かぶり、若様が横たわっていた場所と同じように苔むしていて、崩くずれていた。

「ニャッ」

　ノブくんは一声鳴いて、若様の膝から下りた。若様が見上げていた崩れた階段を軽かろやかに登り、光の射しこむところに、するりと身体を滑りこませると、ノブくんは外に出ていった。

　階段を崩してしまった若様に、ノブくんと同じ行動は取れそうもない。一人取り残されてしまったが、不安や心細さはまったくなかった。

「よし！　探検だ！」

　若様は元気よく立ちあがる。

（おそらくここは、お城の抜け穴だ）

　出口はその一カ所だけではないだろうし、帝都城へ戻ることになるかもしれない。とにかく、歩いていれば、出られるどこかに行き着くだろう。

　いつも密ひそかに警けい護ごしてくれている公こう儀ぎ隠おん密みつの誰だれも、近くにはいない。今の若様は、本当に一人だ。そして、遭そう難なんしている。

「篠しの原はら勇ゆう輝きが驚くだろうな」

　くすくすと笑いながら、若様は薄暗い通路を軽けい快かいに歩きだす。

　帝都城内うち堀ぼりの中の地下で、こんな冒ぼう険けんをすることになるなんて、思ってもいなかった。




「ピピチュン、チュン」

　若様への届け物を持って、帝都城下を歩いていた蒼そう司し朗ろうは、チビ朱す雀ざくが指し示したほうに向かいながら、首を傾かしげる。

「え？　あっち？」

「チュピピ♪」

　行け行けソレソレと、機き嫌げんよく頭上でチビ朱雀は手て羽ばをパタパタしているのだが。

「いや、それ無理だから☆！」

　小さな手羽が指し示す先、その途中には、バス通りと帝都城公園の外そと堀ぼりがある。チビ朱雀に従って直進することは、空を飛べない蒼司朗には無理だ。

（……若様、移動されてるみたいだな）

　方向の問題で、動いていても、これまでわからなかっただけかもしれないが、チビ朱雀の指し示す先が変わっているのを、蒼司朗は感じる。

「「（しゅー）」」

　スラックスのポケットから顔を出したチビ玄げん武ぶの亀かめと蛇へびが、つんつんと鼻はな面づらで蒼司朗の腕うでを突ついた。

「ん？　何？　どうしたの？」

「「（しゅー）」」

　顔を向けた蒼司朗を促うながすように、チビ玄武の亀と蛇は顔を動かして、バス停近くの竹たけ藪やぶを見る。

「キュア」

「ミギャギャ」

「チュッピ」

「こっち？」

　さっきチビ朱雀が指し示したところとは、かなり違っているようだが、この竹藪のほうに進むのがいいらしい。

（先回りとか？）

　とにかくこちららしいので、蒼司朗は竹藪に踏みこむ。

（ここ、私有地じゃないよね……）

　望もち月づき造ぞう園えんで仕事をしていない場所は、よくわからない。もしも私有地なら、蒼司朗は他人の土地へ不ふ法ほう侵しん入にゆうしていることになる。

　奥庭の四し神じん様さまに命めいじられるまま、竹藪の奥に入りこんだ蒼司朗は、誰かに会ったらどう言えばいいだろうかと考えてしまう。

（奥庭の四神様がこっちに行けって言ったので……、って、普通の人だったら、こいつらの姿は見えないしな）

　ピヨ四神を言い訳に使いたくても、姿が見えない相手では、いくら蒼司朗が奥庭のお庭番でも、変に思われるだろう。

「ミギャ！」

「え？」

「キュイキュイ！」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神が騒さわぐ場所へ目をやった蒼司朗は、地面に小さなひび割れができているのを見つける。

　竹藪で、地面を下から突きあげてひび割れさせるものと言えば────。

「いや、筍たけのこは掘ほらないし！」

　私有地ではなく、帝都で管理をしている土地であっても、勝手に筍を掘って持って帰れば、筍泥どろ棒ぼうだ。

「ミギャギャ～」

　堀りたての筍は美お味いしい。だが、誰の土地かわからない場所で、許可もなく筍堀りはできない。

　神様だからと大目に見られて、許されるかもしれないが、そういうことをピヨ四神に覚えさせるのはよくないと蒼司朗は思う。

「お使いの途中だから！　これ以上荷物増えたら、オレ持てないから！　若様へのお土産みやげを用意しなくていいから！」

　あそこに美味しい筍が、と注目しているピヨ四神の未み練れんを振りきるように、蒼司朗は小さくひび割れた地面の横を、足早に通り過ぎた。




　少し距離を取り、蒼司朗の後について竹藪に入ったハイムエンデは、首を傾かしげる。

（ナンちゃ、賑にぎやかジャね）

　ピヨ四神が見えず、鳴き声も聞こえないハイムエンデには、蒼司朗が一人で騒いでいるようにしか見えない。

（ゴッツ楽しいトコに行くんジャろか）

　ほかほかと温かい鯛たい焼やきの包みを抱かかえたハイムエンデは、何となく好奇心で蒼司朗の後をついてきてしまったけれど、よかったのだろうかと疑問を抱いだいた。

　どうしてこうしたかったのか、ハイムエンデにはよくわからない。よくわからないが、欲求のまま、足を進めている。




「「（しゅー）」」

「こっち？」

　もう少し左にと促され、蒼司朗はそちらへと歩く。




　踏みしめた足が、すっと地面ごと沈しずんだ。

「え？」




　竹の陰に隠かくれた直後、蒼司朗の姿が消えた。

「ハ？」

　小こ柄がらな少年なので、ひょっとしてしゃがんだのかとも思ったのだが、そうではない。ハイムエンデは驚いて蒼司朗を捜さがすが、どこにも姿が見えない。

（オラン!?）

　幼おさない頃に聞いた、森の中で妖よう精せいに捕つかまって連れ去られるという話を、ハイムエンデは思い出した。

（まさカ、ソゲンこつ……！）

　これを予感して、後をついてきたのだろうか。もしそうなら、予感していたのに阻そ止しできなかったハイムエンデは、とんでもない役立たずだ。

「蒼司朗……！」

　ハイムエンデは慌あわてて辺りを見回す。

（スグに見っけりゃ、大事に至りゃせんかもしれんバイ）

　蒼司朗がいただろう場所へ踏みこんだハイムエンデの足が、すっと地面ごと沈んだ。

「────！」

　驚いて声も出ないまま、ハイムエンデは落ちる────。




　戦争孤こ児じだったハイムエンデが、幻げん獣じゆう使いのビョートル老人に引き取られ、跡あとを継つぐことになったのは、意図せずに『封ふうじられたものを開ける』特技があったからだ。

　理り屈くつではなく、ハイムエンデは触れるだけで何でも開いてしまう。

　ピヨ四神が開いた地下通路の入り口をハイムエンデが続けて開けてしまったのは、偶然ではない。




　蒼司朗を追うハイムエンデの後をつけていた望ぼう威いは、蒼司朗に続いてハイムエンデまでもが姿を消して、ぎょっとする。

「Whatホワツト!?」

「騒ぐナ」

　服の裾すそを、ついと引かれ、下から聞こえた幼い声に、望威は身を硬かたくする。

「……那な智ち」

　いったいいつから近くにいたのか。自分の従者の存在にまったく気づかなかった望威は、まじまじと那智を見つめる。

「王子の帰りが遅い故ゆえ、本屋に行くついでニ迎えに出タ。驚いたナリ」

　公儀隠密たちは一般の帝都民に気づかれないよう行動していたが、『不思議の色石』を使って望威の行方ゆくえを捜していた那智には、どんなに上手じようずに隠れていようとも、丸見えだ。

　那智は隠おん形ぎようの効力を持つ『不思議の色石』を使い、大人数になっている尾び行こう集団の前方にいた望威に近づいて、尾行に加わった。

　接せつ触しよくすることで、那智が使っている『不思議の色石』の効力は望威にも及ぶ。




　二人に続き、望威の姿も、尾行していた柳生やぎゆう真ま純すみたちの視界から消えた。




　追つい跡せき対たい象しよう者しやと監かん視し対象者、それらを追っていたらしい外国人が次々に消えて、柳生真純たちは、仰ぎよう天てんする。

（蒼司朗様たちが消えた!?）

（おいっ！　冗じよう談だんだろ！　ちっせぇだけじゃないのかよ！）

　たまたま偶ぐう然ぜん、竹の陰に隠れて見えなくなってしまっただけではないのか。しかし、どう目を凝こらしても、蒼司朗とハイムエンデ、望威の姿は見えない。

「真純様……！」

　ハイムエンデの監視をしていた公儀隠密は、近くに来て言った。

「お騒がせになるかもしれませんが、帝都神社に報告して参ります……！」

　存在が認識できなくなるという、ハイムエンデの例の不思議な力が発動しているのかもしれない。意図的にハイムエンデが蒼司朗もろとも姿を消したというのなら、何か目的があるはずだ。早急に、対策を練ねらねばならない。

「お願いします」

　神しん妙みような表情で頷うなずいた柳生真純に会え釈しやくして、ハイムエンデを監視していた公儀隠密は、帝都神社に向かった。

（いない、ように見えるけれど……）

　それはただ、認識できないだけかもしれない。気配を消して竹藪に侵入した柳生真純たちは、蒼司朗とハイムエンデを捜す。




『不思議の色石』の力を使って姿を隠している那智とともにいる望威は、横を素早く通り抜けて竹藪へ入っていく柳生真純たちの姿に驚く。

「ナ、何デスカ!?」

「王子の後ろニ、ズットいたナリ」

　蒼司朗を追いかけているハイムエンデのことで頭がいっぱいだった望威は、こんなに大勢が自分の後ろにいたことに、まったく気づいていなかった。

「王子、蒼司朗を追ワン」

「ソ、ソウですネ……」

　望威はポケットの中の箱から『不思議の色石』を取りだし、追つい跡せきの力を発動させる。

「────アッチ、の、土ノ下……」

　那智と一緒に、望威は蒼司朗とハイムエンデが姿を消した場所へ向かう。

「下に隠し通路がありマス」

「極ごく秘ひ通路に違いナシ」

　地下通路の存在を知っていたなら、柳生真純たちがこんなに血けつ相そうを変えて竹藪を捜そう索さくすることなどないだろう。

　しゃがんだ望威は、両手で慎重に地面へ触ふれる。本を抱え、望威の服の裾を摑つかんだまま、那智はそれを見守る。

「開くヤ？」

「……開きませんネ」

「条件が必要やも知れヌ」

　簡単に開いて、場所を知られてしまうものではなかったから、公儀隠密にも所在が知られていないのだ。




「開かナイなら、開けルだけデス……！」

　地下通路は、暗くらい。暗い場所に、蒼司朗とハイムエンデが二人きりで────。

「Nノooooo─────!!」

「騒ぐでナイ」

　いくら聞こえないとはいえ、拳こぶしを握にぎって無む駄だに雄お叫たけぶ望威の頭に、那智は抱えていた本の角かどを遠えん慮りよなく力いっぱい振り下ろした。




　ゴスッ！

　本に強きよう襲しゆうされた望威は、がくんと頭を下げる。




「落ち着くがヨイ」

「Sorryソーリー……」

　頭頂部の髪に本をめりこませたまま、望威は顔を上げ、深呼吸する。

　声などあげている場合ではない。

（早くセンパイのところに行かないト！）

　望威は、望むままに『開閉』することのできる『不思議の色石』を、宝石箱から取りだした。

　見えないが、確かにそこに地下通路への入り口がある。

　蒼司朗を追っていたハイムエンデを見み逃のがす気のない、鼻息も荒あらい望威を眺ながめ、那智は小さく溜ため息いきをつき、本を望威の頭から取る。

「入いり谷やにハ、遅くなルと伝えン。王子、くれぐれも、無理なきヨウ」
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　いきなり足元が沈しずんだ蒼そう司し朗ろうは、穴の底に落ちていた。

「うわ、っとと、と……！」

　突然目の前が暗くらくなったので、暗さに慣れず何も見えなかったのだが、落下感はすぐに終わり、足が地に着いた。

　柔らかく膝ひざを使った蒼司朗は、上手じようずに着地の衝しよう撃げきを殺しながら、ばたばたと前進する。平らでない足下に、身体からだのバランスを崩くずして、転びそうになったところで前方に傾かたむいていた枝えだ打うち斧おのの先が何かに当たった。

（壁かべ？）

　枝打ち斧を握にぎった腕うでを伸ばし、蒼司朗は転ばず何にもぶつからず、上手に壁に支えられる形で止まることができた。

「はー……」

　危なかった。

「ミギャギャ！」

「キュイキュイ！」

「「（しゅー！）」」

　はしゃいでいるピヨ四し神じんは、あそこに穴があることを知っていたのだろう。

（驚かせないでくれよ……）

　ピヨ四神と蒼司朗は言葉が通じないので、教えてもらえないのは仕方ないが、いきなり落ちて驚いた。

　蒼司朗は運動神経がいいし、身体が柔らかく体重も軽いので、他の者よりも大おお怪け我がをしにくい。奥庭のお庭番となった今は、ピヨ四神の加か護ごもあって、蒼司朗が怪我することはないのだろうが、この展開は心しん臓ぞうによろしくない。

「この遊びは、次から禁止ね。オレ、怖かったんだから」

　ちょっと拗すねて、蒼司朗は唇くちびるを尖とがらせる。

「ミギャ？」

「キュウキュウ」

「「（しゅー）」」

　むっと不ふ機き嫌げんな態度を取ってみせた蒼司朗に気づくと、ピヨ四神は慌あわててご機嫌を取るように甘えた。

（……スーは、おねむだな）

　蒼司朗の頭の上にいるが、さっきからまったく反応がない。暗くなったので、鳥類の仲間であるチビ朱す雀ざくは、眠ってしまったようだ。

　甘ったれるピヨ四神を撫なでて、ふうと蒼司朗は息を吐はく。

（届け物は、大丈夫だな）

　包みは振り回さなかったし、枝打ち斧もちゃんと握っている。少し落ち着いて、目が暗さに慣れてきた。

「……ここって……、地下通つう路ろ？」

　以前、審しん判ぱんの日に裁さい判ばん所しよの地下へ向かったとき、通った通路と造りが似ている。違うのは、灯あかりがないことと、長らく使われた様子がないことだ。

（え？　まさか、帝都城公園や、お城に繫つながってるとか？）

　坑こう道どうなら、堀ほりだした土ど砂しやや鉱こう物ぶつを運うん搬ぱんするためのトロッコのレールが敷しかれているだろう。ここにはそういうものがなく、幅も狭せまい。純じゆん粋すいに人が歩くための通路のようだ。

　城には、もしものときのために、脱だつ出しゆつする用の秘密の抜け穴があるという。都市伝説のひとつかと思っていたが、これはどうやら、それっぽい。




　真の暗がりだと、目が慣れても何も見えない。周囲の暗さに慣れた蒼司朗の目に、ここが薄暗がりだと映るのは、この通路の天てん井じよう部分が上手に造られているからか。




（裁判所の地下のホールは、中庭の築つき山やまが、地下にうまく光を送るよう作られてた）

　地上からは、築山に埋うめられているように見えたガラスブロックが、綺麗に地下へと光を拡かく散さんさせていた。この地下通路には、周囲が判別できるぎりぎりの光が入っているようだ。

（ずっと進むなら、これでも十分だよな）

　灯りを持って進めば、自分の居場所を知らせることになる。敵に追われて逃にげるのならば、このほうがいい。最悪の場合を想定して造られたものの、使われなかった地下通路の様子を見て、蒼司朗はほっとした気分になった。

（こんな通路は、ずっと使われなければいいんだ）




　確かに、ここを通れば、帝都大通りも外そと堀ぼりも迂う回かいすることなく、帝都城まで進むことができるのかもしれないけれど。

（うわー……、勘かん弁べんしてくれ……）

　誰も使っていなかった通路を通って、城まで行ったなどと知られたなら、あちこちから大目玉を食らいそうだ。

（とにかく、戻ろう）

　こんな地下通路ではなく、普通に、地上の道を通って、若様に届け物をしなければ。

「ミギャ？」

「うん、ここはダメだから」

（えーと、オレが来た方向は────）

　進んできた感覚を逆に辿たどって、道を戻ろうとした蒼司朗は。




　ドサッ！




　一瞬明るくなった直後、すぐ近くで聞こえた大きな物音に、びくっと背を震ふるわせる。

「ミッ！」

「キュ！」

「「（しゃー！）」」

　驚いたらしいピヨ四神が、きゅっと蒼司朗へくっついた。

（何か……落ちてきた？）

　いきなり埃ほこりっぽくなった空気を吸いこまないよう、手で鼻と口を庇かばい、蒼司朗は瞬まばたきをしながら目を凝こらす。

（土砂？）

　蒼司朗がさっき落ちたのと同じ場所に、何か黒っぽいものが積つもっているようだ。蒼司朗が落ちたことで、近くにあった土砂が滑すべり落ちたか。

「────ミギュ」

「キュウ」

「「（しゃー……）」」

「え？」

　ピヨ四神が警けい戒かいするような声を出したので、蒼司朗は積もっているものに注目する。

　土砂かと思ったそれは。

（んん？）

　じっくり眺ながめると、黒い髪かみで黒っぽい服を着た男性だった。しかも、蒼司朗はその男性を知っている。

「ハイムさん!?」




　蒼司朗に呼ばれて、はっとハイムエンデ────『エンディミオン』は目を開けた。開けたが、まだ昼間のはずなのに真まっ暗くらだ。おまけにどうにも変な格かつ好こうをしていて、痛くて苦しい。

（何だ!?）

　ほかほかと熱を持つ包みを抱かかえ、『エンディミオン』は何が起こっているのかさっぱりわからず混乱する。

（ハイムダルめ、また何かへまを……！）




　ハイムエンデは、ひとつの身体に昼と夜、眠りで入れ替わる二つの人格を持っている。

　育ての親で『幻げん獣じゆう使つかい』だったビョートル老人だけが、それに気づき、昼の人格を『ハイムダル』、夜の人格を『エンディミオン』と名付けた。

　二つの人格で、一人の『ハイムエンデ』なのだ。

　ハイムエンデの夜の人格である『エンディミオン』は、昼間は主しゆ導どう権けんを『ハイムダル』に渡して、表には出ない。

　昼間もずっと『ハイムダル』の行動を眺めていることはできるのだが、要よう領りようの悪さや鈍どん臭くささに辟へき易えきして、けっこう苛いらつくことも多いので、見ないようにしている。

　何があったかは、『ハイムダル』の記き憶おくを覗のぞけば、いつでも知ることができるから、リアルタイムでつきあう必要はないのだ。




「大丈夫ですか!?」

　どうして蒼司朗の後からハイムエンデが落ちてきたのかはわからない。だが、とにかく大変だ。

　駆かけ寄った蒼司朗は、若様に渡す包みと枝打ち斧を横に置き、妙な格好で倒れているハイムエンデを慎しん重ちように助け起こす。

「……ouchアウチ……！」

「すみません！」

　薄暗がりだが、蒼司朗はもう目が慣れているし、『エンディミオン』は夜に活動する人格なので、もともと夜目が利く。

　助け起こされて、『エンディミオン』はばっちり正面から蒼司朗と視線が合った。

（あれ？）

　まったく同じ姿形だが、蒼司朗は今け朝さ会ったハイムエンデと違うことに気づいた。

「……あの……」

　のんびりおっとりとした、温かな雰ふん囲い気きのハイムエンデではない。冷ひややかな、孤こ独どくの月に似たものを、蒼司朗は感じる。以前、夜中に寮りようで会ったり、銀行で庇い守ってくれた、『エンディミオン』と名乗った者のようだが……。

（でも、鯛焼き持ってる、よね？）

　蒼司朗が教えた店の鯛焼きを気に入って、ハイムエンデはよく買いに出かけている。

　今抱えているのは、まさしくあの店の袋だが、目の前の『彼』には、ちょっと似つかわしくないような？

（ミギュ）

（キュウ）

（（しゅー））

　蒼司朗にくっついているピヨ四神（眠っているチビ朱雀を除のぞく）も、円つぶらな瞳ひとみでハイムエンデに注目している。

「……」

　視線がイタイ。

『エンディミオン』は、内心だらだらと冷ひや汗あせをかきながら、とにかく事情を知らなければと、『ハイムダル』の記憶を素す早ばやく覗いた。

（何をやってるんだ、あいつは……！）

　買い物帰りに蒼司朗を尾び行こうして、穴に落ちたなんて。




「……ハイム『エンデ』さん？」

　蒼司朗は確かめるように、名を呼んだ。ハイムエンデは無理に顔面の筋肉を動かして笑顔を作る。

「コンニチハ」

　ぎこちなく挨あい拶さつを返されて、これは今朝会ったあのハイムエンデではないのだと、蒼司朗は確信した。




（暗いから、かな）

　ハイムエンデがもともと人格を二つ持って生まれたことを知らない蒼司朗は、印いん象しようを変えて別人のようになる彼のことを、解かい離り性せい同一性障しよう害がい、いわゆる多重人格障害の人なのだろうかと考えていた。

　解離性同一性障害の患かん者じやとは、巌いわ手てで事故に遭あい、長く入院していたときに何度も会ったことがある。初めは驚いたが、接していくうちに、そういうものなのだと理解した。

　戦争孤こ児じで苦労して育ったハイムエンデの場合、過か酷こくな環かん境きように適応していくため、そうして自じ己こ防ぼう衛えいをするのもありだと思う。

　闇やみは、『エンディミオン』と名乗った人格に条件づけられた時間なのだろう。




　蒼司朗の認識は、正しくはないが、まったく間違っているわけでもない。




「ハイム『エンデ』さんも、落ちたんですか？」

「ソノヨウデスネ」

　ハイムダルは蒼司朗を捜すつもりだったようだが、落ちたくて落ちたわけではない。

「怪け我がはありませんか？　どこか痛むところとか、ないですか？」

「────ダイジョウブ」

　そう答えながら『エンディミオン』は、そっと頭を摩さする。

　実は、頭に瘤こぶができていた。落下した『ハイムダル』が気絶したせいで、『エンディミオン』の意識が表に押しだされたようだ。頭をぶつけようと、『ハイムダル』は鯛焼きの包みをしっかり抱えていたらしい。

「立てますか？」

「yeahヤー……」

　ハイムエンデは、注意しながらそろそろと立ち上がる。

　立ち上がる際に、ハイムエンデの抱えていた鯛焼きの袋から漂ただよう香りが、ピヨ四神の鼻先を掠かすめた。

「……ミゴゴゴゴゴゴ」

「キュ」

「「（しゅー）」」

（こら、鼻ふんふんしない……！）

　温かい鯛焼きの匂においがするぞ、どこからだろうと、鼻を動かして匂いを嗅かぐピヨ四神を、蒼司朗は慌てて宥なだめ、ハイムエンデに気づかれないよう何食わぬ顔をして、荷物を持って立ちあがる。

　微かすかに射さしこむ光を目印に、ハイムエンデは蒼司朗と自分が落ちたらしい出入り口のある天井を見上げた。地下通路の天井部より、そこは少し高くなっている。

「上のぼれそうですか？」

「……イヤ」

　ハイムエンデが伸ばした手よりも、開閉部らしい場所は高いところにある。

　背の低い蒼司朗はもちろんだが、ハイムエンデが跳とんでも届かないだろう。跳んで届いても、あそこが開けられなければ出られないわけだが。

（……蒼司朗を肩かたに乗せれば、何とかなるか）

　ハイムエンデが肩に乗せて持ち上げれば、蒼司朗一人なら、開口部を動かして外に出られそうだ。脱出できれば、蒼司朗はハイムエンデが出られるよう、助けを呼ぶなりしてくれるだろう。




「ミギャギャ！」

「キュウキュウ！」

「「（しゅー！）」」

「（ダメだって！　あれはハイム『エンデ』さんのだから！）」

　落下してしまった地下から脱出しようと策を講こうじている、緊きん迫ぱくした状じよう況きようなのに、ピヨ四神と蒼司朗は何やら揉もめているらしい。




　どうしたのだろうとピヨ四神と蒼司朗のほうへ振り向いた『エンディミオン』は、ピヨ四神が自分の手にした温かい包みを気にしていることに気づいた。

（あぁ、この食べ物が欲しいのか）

　帝都学園高等部の寮の食堂で『ハイムダル』の目を通した記憶を思い返せば、『エンディミオン』が見たピヨ四神は、とても食くいしん坊ぼうだった。

　ピヨ四神にギャーギャー騒がれては、蒼司朗は落ち着かないだろう。夕飯前のおやつ時分だし、ちょうど小腹が減る頃合いだ。

　身体はひとつだが、心を共有しているわけではないので、エンディミオンはハイムダルが何を考えて鯛焼きを買ったのかはわからない。だが、袋はけっこう重い。財さい布ふの中に金はまだあるので、食べたくなればまた買いに行けばいい。

（蒼司朗たちに食べさせても、かまわないだろう）




「────食べる？」

『エンディミオン』は、袋から鯛焼きを四つ取りだして、蒼司朗の連れているピヨ四神へ差しだした。

「ミッ！」

「キュ！」

「「（しゅー！）」」

　ピヨ四神は差しだされた鯛焼きに、キラキラッと目を輝かがやかせた。ピヨ四神に献けん上じようするように『エンディミオン』が鯛焼きを差しだしたので、蒼司朗はびっくりする。

「ハイム『エンデ』さん……!?」




（ここ、結けつ界かい領りよう域いきだっけ!?）

　蒼司朗の連れているピヨ四神は、霊れい力りよくのない者には見えないし、鳴き声も聞こえない。これまで、ハイムエンデがピヨ四神に反応したことは一度もなかった。ハイムエンデにはピヨ四神が見えていないのだと、蒼司朗は思っていた。

　だが今、ハイムエンデにピヨ四神が見えているのは間違いない。




　蒼司朗が驚いているのに気づき、『エンディミオン』はうろたえる。

（あれっ……？）

「これが欲しくて騒いでいたのではなかったのか？」

「あ、はい！　お気き遣づかいいただいてすみません！　ありがとうございます！」

　不安な表情になった『エンディミオン』へ、蒼司朗は慌てて礼を言って頭を下げる。

「え、と、でも、ひとつでいいです。まだちっちゃいから、お腹なか壊こわしちゃうし、晩ご飯が食べられなくなっちゃうから」

　蒼司朗は優しい笑みを浮かべ、『エンディミオン』の差しだした鯛焼きを、ひとつだけいただくことにした。

「ミギャギャ！」

「キュウキュウ！」

「「（しゅー！）」」

「皆みなでわけて食べようね。はい、『ありがとう』しよう」

「ミギュン」

「キュイ」

「「（しゅー）」」




　キラキラキラッ！




　圧力さえ感じるほどの眩まぶしい瞳で、ピヨ四神は『エンディミオン』を見つめた。




（うっ……！）

　ご機嫌全開のピヨ四神と対たい峙じして、『エンディミオン』は思わずたじろぐ。こんなに押しの強い『好き』の感情を向けられるなんて、生まれて初めてだ。

　胡う散さんくさいと、思いきり牽けん制せいされていたはずなのに、鯛焼きの効果は抜ばつ群ぐんだ！




　蒼司朗の頭の上で眠りこけていたチビ朱雀が、ぴくっと動いた。

「ピ！」

　一声鳴いて、びしっと手て羽ばで地下通路の先を指し示す。

「あっち？」

　蒼司朗がそちらに顔を向けるのと同時に、ぱたっとチビ朱雀は伏せた。すーこすーこと、蒼司朗は頭上にチビ朱雀の寝息を感じる。

「ミギャ！」

「キュウ」

「「（しゅー）」」

　急いでチビ朱雀が指し示したほうに行かなければならないらしい。若様への使いの包みを抱え直し、蒼司朗は枝打ち斧を持って臨りん戦せん態勢になる。

「鯛焼き、後でいただきます。すみません、ハイム『エンデ』さん、一緒に来てください！」




　向かう先に何があるのかさっぱりわからないが、ここにハイムエンデを一人残して、何かあってはいけない。蒼司朗はピヨ四神の加護を受けているし、一緒に行動したほうが絶対に安全だ。

　促うながした蒼司朗に続いて、ハイムエンデも地下通路を走った。
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　快調に地下通つう路ろを探検していた若様は、少し喉のどの渇かわきを覚えた。遠足に出かけるときは必ず、水すい筒とうを携けい帯たいしているのだが、今日のこれは予定外だ。

（何も持ってこなかったな）

　城の周りを走っているときに喉が渇いたら、近くの売店や事務所に入れば、休きゆう憩けいすることができる。補ほ給きゆう用ようの水を持ち運ぶ必要はない。

　迷ったまま、地下通路から出られないという不安を若様はまったく感じていなかったが、疲れたり喉が渇いたりするのは、困る。

　帝都に地ち底てい湖こがあるという昔話は、残念ながら聞いたことがないし、どこからも水音らしきものは聞こえない。水分補給は────。




　タッタッタッタッタッ……。




　地下通路の向こうから微かすかに音が聞こえて、若様は足を止めて耳を澄すませる。

（足音……？）

　一人ではない。二人、か。軽い足音と、少し重い足音。子供と大人おとなのような。




　ピヨ四し神じんが誘ゆう導どうする方向に向かって走っていた蒼そう司し朗ろうは、地下通路の行く手に、ぼんやりと輝かがやくものを見つけた。

（あれは……）

　目を凝こらした蒼司朗は、ぱあっと顔を輝かせる。

「────若様！」

　太陽や月の光を浴あびて眩まばゆく光を弾はじく金きん髪ぱつは、この地下通路の薄うす暗くらがりでも、神こう々ごうしさを失わない。

　かの見み目め麗うるわしい少年こそ、奥庭の四神の加か護ごを受ける、選ばれた特別な者だ。




　潑はつ剌らつとした少年に呼ばれて、若様は頰ほおを緩ゆるめる。

「望もち月づき蒼司朗、奥庭の四神様」

　まさか、こんな場所で会えるとは、思ってもいなかった。

「ミギャミギャミギャ」

「キュイキュイ」

「「（しゅー）」」

　若様が大好きなピヨ四神は、甘ったれた声で鳴く。

「どうしたのだ？　奥庭の四神様と望月蒼司朗も、帝都城の近くで猫ねこを追いかけて落ちたのか？」




　にこにこと問われて、蒼司朗は駆かけ寄りながら心の中で温ぬるい笑みを浮かべる。

（落ちたんだ、若様……）

　蒼司朗はピヨ四神の示したほうに歩いて、地下通路に落ちた────入らされたのだが、若様はハイムエンデと同じく、落っこちたらしい。しかも帝都城の近くで猫を追いかけて。そのときの様子が、目に浮かぶようだ。




「……いえ、オレは猫を追いかけて落ちたのではないです」

　ピヨ四神に誘導されて、落っこちた。ピヨ四神はこの地下通路のことを知っていて、蒼司朗を連れてきたので、若様と蒼司朗は似たようなものだが、ちょっと違う。

「お怪け我がはありませんか？」

「うん、どこも平気だ」

　我が慢まんしている様子のない若様を確かめて、蒼司朗はほっとする。

（少しお疲れになっているようだけど）




　正確な距きよ離りはわからないが、帝都城からはけっこう離れていると思う。若様はこの地下通路で、かなり長い距離を進んできたのではないだろうか。




「お届け物です、若様。小お此この木ぎ神官長の使いで来ました」

「小此木様の？」

　思い当たることがない。小首を傾かしげる若様の前まで走ってきて、蒼司朗は足を止める。

「こちらです。確かにお届けしました」

「ありがとう」

　若様は蒼司朗の差しだした風ふ呂ろ敷しき包づつみを笑顔で受け取った。

「わざわざこんなところまで届けに来てくれるなんて、望月蒼司朗はすごいな」

「オレがすごいんじゃないですよ」

　すごいのは、ピヨ四神だ。




「おや？」

　若様は蒼司朗の後から来て、あまり近寄ることなく足を止めた男性を見る。

　学校でも寮りようでも、他の生徒のように食堂で食事をすることはないが、帝都学園高等部の寮の食堂で働く新人の外国人調理師のことを、若様は知っている。

「ハイムエンデさん、こんにちは」

「……コンニチハ」

「休憩時間に、お散歩ですか？」

　勤きん務むの休憩時間には間違いないのだが。

「イエ……」

　明らかに返答に困っているハイムエンデが気の毒どくで、蒼司朗は口を挟はさんだ。

「怪我はされなかったようですけど、オレの後から、地下通路に落ちちゃったらしいです」

　落ちたと聞いて、若様は形のいい眉まゆを顰ひそめる。

「それは危あぶないな。ちゃんと閉めておかないと」




　まさしく落下して出られなくなったから、若様は地下通路の探検を始めた。いまだ出口が見つかっていないのだが、若様にその危き機き感かんはない。




「閉まってましたから、大丈夫だと思います」

　開けっ放しではないし、危険はないと蒼司朗は考える。

（ここって、たぶん皆みなが知らない地下通路だろうしね）

　こんな地下通路に繫つながっている出入り口があるのなら、あの竹たけ藪やぶは関係者以外立入禁止になって、しっかり管理されていたはずだ。

　蒼司朗たちの姿が忽こつ然ぜんと消えて、尾び行こうしていた柳生やぎゆう真ま純すみたちが血けつ相そうを変えて右う往おう左さ往おうしていたなんて、蒼司朗は想像もしていない。




　小此木神官長の使いを、蒼司朗は無事にやり遂とげたが。

「あの、急ぎのお届け物みたいです」

　こんな場所にまで持ってこなければならないとは、よほどのものに違いない。

「あぁ、そうか。開けなくてはいけないな」

「ミギャン」

「急せかさない！」

「どうかしたのか？」

　何やらピヨ四神は興こう奮ふんしているらしい。

　しゃがんで包みを下に置いた若様は、何ごとだろうと首を傾げる。きょとんとしている若様に、蒼司朗は恥はずかしくて赤くなる。

「……すみません、その中に、奥庭の四神様のお菓か子しも一緒に入れてくださったそうなんです」

　つまり、ピヨ四神はお菓子欲しさに騒さわいでいたのか。事情がわかって、くすっと若様は笑う。

「何だ。そうなのか」

　ならばなおさら、早く包みを開かなくては。

　若様はいそいそと包みを開く。




　包みに入っていたのは、飲み物と菓子の休憩セットだった。ピヨ四神用の清し水みずと菓子も、ちゃんと入っている。




　ほわっと若様は頰を緩める。

「あぁ、これは嬉うれしいな。ちょうど欲しかったところだ」

　喉が渇いたし、少しお腹なかも空すいていた。




　あまりにもタイミングのいい届け物を見て、蒼司朗は気づく。

（あれ？　ひょっとして、柳や生ぎゆうさんたち……）

　若様を見失っていた？

　地下通路に入った瞬間を見ていなければ、忽こつ然ぜんと若様が消えたように思えたに違いない。知られていない秘密の地下通路なら、ありえる。

　三十分という時間制限が設けられていたのは、早急に若様を発見しろ、ということだったのだ。




「奥庭の四神様、一緒にいただきましょう」

「ミギャミギャミギャ！」

「キュイキュイ！」

「「（しゅー！）」」

　蒼司朗が返事をするより先に、鼻息も荒あらく大興奮のピヨ四神は、若様に飛びついた。

「あ、こら……！」

　頭の上で寝ているチビ朱す雀ざくを振り落とさないように注意して、蒼司朗は若様に飛びついたピヨ四神へと手を伸ばす。

「すみません、お行ぎよう儀ぎ悪くて……！」

「まだお小さいのだから、仕方ない」

　舐なめたり小さな頭を擦すりつけたり、ピヨ四神にきゅんきゅん甘えられた若様は、くすぐったくて笑った。若様に甘えながら、すっかりここでお茶する気のピヨ四神を見て、蒼司朗は思う。

（食べさせずに、チビたちのお菓子を持って帰るのは無理だな）

　若様は休憩を取ったほうがよさそうだし、眺ながめるだけにしようというのは、食べる気まんまんの、あのピヨ四神にはどうにも無理のようだ。




　包みに同どう梱こんされていた敷しき物ものを若様が取りだしたので、蒼司朗はそれを地下通路の床ゆかに広げた。敷物の上に座った若様は、近くに突っ立ったままのハイムエンデに微笑ほほえんで、オシボリを差しだす。

「ハイムエンデさんも、お急ぎでなければ、一緒にお茶しましょう」

「……アリガトウゴザイマス」

　さぁ、ご一緒に！　と、若様にくっついているピヨ四神にキラキラ目で見つめられている『エンディミオン』は、ぐずぐずできない圧力に屈くつし、靴くつを脱ぬいで敷物に上がった。

（これは、この地の土地神だ）

　神は機き嫌げんを損そこねると祟たたる。こんな愛くるしい姿をしているからといって、絶対に侮あなどってはいけない。奥庭の四神の力は、決して弱くはないのだ。保ほ護ご対たい象しようにしか見えないというギャップが、かえって恐おそろしい。




　いくらか距離を取り、常にハイムエンデに付き従っている幻げん獣じゆう・ヴォルガに命めいじれば、こんな地下通路なんて『エンディミオン』にとっては物の数ではない。

　だがここで黙だまって姿を消せば、蒼司朗は心配して大騒ぎをするだろう。お構いなくと、お茶の誘いを断ってすたすたと歩き去ったなら、どこに行って何をする気か、どうして出口を知っているのだろうかと妙みように思うはずだ。

（『ハイムダル』なら、喜んだだろうな）

　誘いを断りきれなかった『エンディミオン』は、自分の柄がらではないと思いながらも腰こしを下ろし、若様からオシボリを受け取って、お茶休憩に参加する。

「────若様のお口に合うかはわかりませんが、こちらもお召めしあがりください」

　自分も菓子を持っているにもかかわらず、ただご馳ち走そうになるだけなのは気が引けて、『エンディミオン』は抱かかえていた鯛たい焼やきの包みを、若様の菓子の横に置いた。

　帝都の名だたる菓子職人が作ったのだろう上品な上生菓子とは比くらべものにならない、庶しよ民みんの食べ物だが、ここは気持ちの問題だ。




「これは？」

「鯛焼きです、若様」

『ハイムダル』ほど愛あい想そのいい会話ができない『エンディミオン』を気き遣づかって、蒼司朗が言った。

「オレがすっごく気に入ってる店を、教えたんですよ。ハイムエンデさんも気に入ってくれたみたいです」

「そうなのか。ありがとう。いただきます」

　若様はオシボリで手を拭ふいて、嬉しそうに笑った。

　たとえば、篠しの原はら勇ゆう輝きが若様を連れ回しているのなら、買い食いや店での食事もアリだが、商売をする帝都の民へ不公平になるので、若様が小こ遣づかい銭せんを握にぎりしめて帝都城下で買い物をすることはない。

「ミギャギャ！」

「キュイキュイ！」

「「（しゅー！）」」

「はいはい、あったかいうちにもらおうね。ハイム『エンデ』さん、さっき言ってたひとつ、いただきますね」

　オシボリで手を拭いた蒼司朗は、手早く全員分の飲み物の支し度たくをすると、ハイムエンデに会え釈しやくして、鯛焼きを二つ取りだし、そのうちのひとつを若様に渡す。

　ほかほかと温かい鯛焼きを受け取って、嬉しそうに若様は笑った。

「まだ温かい鯛焼きなんて、いつ以来だろう」

　加護しているピヨ四神が『食べてヨシ』と許可しているので、毒味の必要はない。若様は誰だれかに割られたりほぐされたりしていない、焼いたままの形の鯛焼きを食べることができる。

「普通はどこから食べるものなのだ？　頭？　尻尾しつぽ？　いきなり齧かじりつくよりも、腹のところから、二つに割ったほうがいいのだろうか？」

　鯛焼きを大事そうに握って、若様はドキドキだ。鯛焼きひとつで、ずいぶん楽しそうな若様を見て、蒼司朗も楽しい気分になる。

「普通って、決まりはないですよ。お好きなところから、召しあがってください。齧っても、千ち切ぎってもいいですから」

「そ、そうか」

「ミギュ～ン」

「キュ～」

「「（しゅ～）」」

「甘えた声を出さない！　そっちは若様の！　こっちのをちゃんと分けるから！」

　蒼司朗はピヨ四神の小さな口の大きさに合うように、鯛焼きを分ける。

（スーにも、鯛焼きを買って食べさせてあげないとな）

　わいわいと賑にぎやかにお茶休憩をしていることはわかっているだろうが、チビ朱雀は蒼司朗の頭の上で気持ちよさそうに眠っている。

　お茶休憩の菓子は三度の食事ではないので、眠っているのを起こしてまで、蒼司朗はチビ朱雀に食べさせることはできない。




　最初は鯛焼きから！　と決まってしまったようなので、『エンディミオン』も包みから鯛焼きをひとつ取りだす。こんなに場が盛もりあがる食べ物だとは、知らなかった。

（……小こ麦むぎの粉と卵と砂糖、柔らかく煮に潰つぶして甘く味つけした小豆あずき）

　似たような食べ物は、世界中にある。とくに栄養価が高いというものではない。高級食材や貴重なものを使っているわけでもない。子供から高こう齢れい者しやにまで、親しまれている菓子。どこにでもあって、ちっとも珍めずらしくもない────。




「はい、あーん」

　若様に甘えてくっついているピヨ四神に向かって、蒼司朗は小さくした鯛焼きを摘つまんで差しだす。

「ミギュ～」

「キュ～」

「「（しゅ～）」」

「あーん」

「いえ、若様は違います」

　慣れた手つきでピヨ四神にお菓子を食べさせて、蒼司朗は苦笑した。

「あぁ、そうだな」

　自分のほうを向いて言われたので、つい。若様は照れ笑いをし、鯛焼きを齧った。

　ご機嫌でもぐもぐしながら、ピヨ四神は若様に身を擦り寄せて甘える。




　食事をとるのは、昼の人格である『ハイムダル』だ。『ハイムダル』が食べているものでちゃんと足りているから、『エンディミオン』は食事をしない。

（……これが『甘さ』……）

　生まれて初めて、『エンディミオン』は自分から食べ物を口にした。

　視線を感じて、そちらに目をやると、蒼司朗が心配そうに『エンディミオン』を見つめていた。

（美お味いしい）

　小さく頷うなずいて、蒼司朗へ教える。

　蒼司朗はほっとした様子で、表情を和やわらげた。

　しっかり抱えてはいたが、この鯛焼きを買ったのは『エンディミオン』ではないと、蒼司朗はわかっている。




　和なごやかで楽しいお茶の席に強制参加となった『エンディミオン』は、初うい々ういしくうきうきと晴れやかな雰ふん囲い気きに腰が引けながら、不意に気づく。

（────この地の神替わりは、すでに行われていたのか）

　夜の人格である『エンディミオン』は、年とし経へた土地神の代替わりを見届ける『審しん判ぱん者しや』としての役割を持って、この世に生まれた。知識や能力は、普通の人間ではない。

　長い時代を経へて形けい骸がい化かする古い神から、新しい神へ。

　古い神を追い払う『神殺しの宴うたげ』を行う前に、帝都の土地神は次の神に代替わりしていた。




　愛くるしい幼おさない聖せい獣じゆうの姿となった四神。その力を駆く使しする少年。そして、帝都の次代の帝みかどたる若様。どれも若々しい、新しい時代を象しよう徴ちようしている。



















　帝都は異界の蟲むしが現れる穴が空いている特とく殊しゆな土地なので、土地神は都の象徴を守しゆ護ごするものと、民とその土地を守護するものに分かれている。

『神殺しの宴』で、神をすげ替えることができるように『エンディミオン』が感じていたのは、民とその土地を守護する神が、旧きゆう態たい依い然ぜんだったからだ。

（なるほど）

　幻獣を放ったところで、この地の土地神を滅ほろぼせない理由がはっきりした。審判者としては、やり方を変えなければならない。




「ミギャ？」

「キュイ」

「「（しゅー）」」

　お菓子、食べてる？　美味しい？　と訊たずねるかのように、愛想いっぱいのキラキラ目でピヨ四神に見つめられ、うっと『エンディミオン』は息を吞のむ。

（……供く物もつを捧ささげたつもりはなかったんだが……）

　どうやら、信者に認定されてしまったらしい。
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　菓か子しを食べ、喉のどを潤うるおして一息ついたころ、どこか遠くで鳴っているチャイムが聞こえた。五時だ。

「────戻らなくては」

　耳を澄すまして、若様は思う。探検すると知らせずに来てしまったし、連絡できないので、あまり遅くなると、公こう儀ぎ隠おん密みつや警けい備び員いんたちが心配するだろう。

　ピヨ四し神じんに清し水みずを飲ませ、蒼そう司し朗ろうは『エンディミオン』に言う。

「ハイム『エンデ』さんも、お仕事ですよね」

　帝都学園高等部の寮りようの食堂で、夕食の調理を始める時間だ。

「……ソウデスネ」

　正確には『エンディミオン』の仕事ではない。

　そして『ハイムダル』も、調理師が本業ではない。

　外国航こう路ろの船せん舶ぱくの厨ちゆう房ぼうで働いていたという経験を買われ、帝都学園高等部の寮で臨りん時じ雇やといの調理師として働いているが、ハイムエンデはビョートル老人が昔、隠かくし置いた幻げん獣じゆうの卵がどうなっているのかを確認するために帝都に来たのだ。

　帝都について早そう々そう、財さい布ふを落として無一文になり、路ろ頭とうに迷っていなければ、帝都で働くこともなかった。




　社会的な地位は若様のほうが上だが、ハイムエンデが戻るのは仕事のためだ。

　警けい官かんや警備員、公儀隠密が見つけて、どこにいるかがわかれば、若様は心配されない。




　たっぷり若様に甘えて満足し、膝ひざの上に戻ってきたピヨ四神に、蒼司朗は訊たずねる。

「ハイム『エンデ』さんは、オレたちの晩ご飯を作るために、地下通つう路ろを出て寮に帰らなくちゃいけないんだ。できれば、寮に近いところへ出たいんだけど。出口はわかるかな？」

「ミギャ」

「キュイキュイ」

「「（しゅー）」」

　自信たっぷりに鳴いて、定位置にスタンバイするように、ピヨ四神は蒼司朗へくっつく。出発準備のできたピヨ四神を見て、くすっと若様は笑う。

「では、行こう。まだ帝都は不慣れでしょう。わかるところまで、送ります」

　若様はとても親切だ。だが若様に道案内をさせるわけにはいかないと、『エンディミオン』は遠えん慮りよする。

「迷子は慣れています。大丈夫……！」

　主おもに『ハイムダル』が。『エンディミオン』は幻げん獣じゆうの背に乗って移動することが多いので、道に迷うことはない。

（それは大丈夫と言っていいのだろうか）

　若様の疑問を、蒼司朗は払ふつ拭しよくする。

「帝都の人は親切ですし、帝都学園高等部の寮は皆みな知ってますから、教えてもらえますよ」

　帝都学園は全寮制で歴史のある学校なので、寮がどこにあるのか、帝都民なら誰だれでも知っている。訊ねて歩けば帰り着けるだろうし、普段から鯛たい焼やきを買いに出かけているハイムエンデなら、寮の近くまで行けば、周囲の道に見覚えがあるだろう。

　皆が立った敷しき物ものを片づけた蒼司朗は、空からになった届け物を引き受ける。

「オレが帝都神社に持っていきます」

「美お味いしくいただいたと、伝えてくれ」

「ミギャギャギャギャ」

「キュウキュウ」

「「（しゅー）」」

「はい」

　若様だけでなく、ピヨ四神も大満足のようだ。




　地下通路は、ところどころで分ぶん岐きしていて、知らないと迷ってしまうだろう造りになっていた。冷めてしまった鯛焼きの袋を抱かかえ、『エンディミオン』はピヨ四神を連れた蒼司朗に先せん導どうされて、若様と一緒に出口へ向かう。

「────ピ！」

「ミギャ！」

「キュイ！」

「「（しゅー！）」」

　一いつ瞬しゆん起きたチビ朱す雀ざくが手て羽ばを上げて地下通路の天てん井じよう部分を指し示し、他のピヨ四神が騒さわいだ。

　また、ぱたっと眠ってしまったチビ朱雀を頭に乗せたまま、蒼司朗は手羽で指し示された天井を見上げる。

「……あそこ、っぽいですね」

　日が傾かたむいたせいで、射さしこむ光は弱いが、確かにそこは一部天井が高くなっていて、出口らしいものがあるように見える。

　蒼司朗とハイムエンデが落ちた入り口と同じく、手の届かない高さだ。地下通路に入るのはどうにかなっても、出られないというパターンか。

「そこにあるのは、梯はし子ごではないかな？」

　若様が通路の端はしを指さす。通路の床ゆか面めんに片側の縦たて棒ぼうを接するように、横倒しになった梯子が壁かべにぴったりと置かれていた。薄うす暗ぐらいし、壁へき面めんを支えている木材にうまく紛まぎれていて、よく見なければわからない。

「あぁ、本当だ。若様、すごいな」

「ミギュン」

「そこに出口があったから、見つけられただけだ」

　蒼司朗とピヨ四神に感心され、若様は照れて笑う。『エンディミオン』は倒れている梯子に近寄った。

「……使えそうだ」

　取り外はずして運べないよう、梯子は一部が固定されていて壁に沿そって垂すい直ちよくに動くだけだが、立てるとちょうど穴の下の位置に来た。

「では、僕から行こう」

「いえ、オレから行きます！」

　慌あわてて蒼司朗は梯子を摑つかむ若様を引き止めようとしたが、その前に綺き麗れいな笑顔を向けられた。

「心配ない。奥庭の四神様が一緒なのだから」

　そしてこんな冒ぼう険けんを許してくれそうなのは、蒼司朗だけだ。年長者の公儀隠密たちや篠しの原はら勇ゆう輝きでは、たとえ安全だとわかっていても、若様を先に行かせることなんて、絶対にしないだろう。

「……わかりました」

「「（しゅー）」」

　スラックスのポケットに入って顔を出していたチビ玄げん武ぶが鳴き、観念した蒼司朗は、チビ玄武を若様に渡した。若様は上じよう機き嫌げんでチビ玄武を頭に乗せ、梯子を上がる。

　作られた正確な年はわからないが、けっこうな年代物の梯子だと思うので、負ふ担たんをかけないように、一度に上がるのは一人ずつだ。

　中からは簡単に開くようになっているらしく、手で押しただけで出口は開いた。

「出られる。続けて上がってくれ」

　若様が無事に外へ出て、次に鯛焼きの袋を懐ふところに入れたハイムエンデが梯子を摑む。

「────帝都の北東が、今夜騒さわがしくなるかもしれない」

「え？」

　ぼそりと小声で呟つぶやかれ、聞き返そうとした蒼司朗へ、ハイムエンデはちらりと流し目を送り、梯子を上がっていった。

（……予感？）

　蒼司朗は『エンディミオン』に守られたことがある。さっきの言葉も、そういうことなのだろうか。




　そして最後に、蒼司朗が────。




　梯子を摑もうとした蒼司朗は、いきなり背後から出てきた手に口を塞ふさがれ、枝えだ打うち斧おのを握った手首を摑まれて、後ろへと引っ張られた。

（なっ!?）

「ミギャギャッ!?」

「キュッ!?」

　突然後ろに引っ張られ、思いがけない移動にピヨ四神は驚いたが、蒼司朗は口を塞いだ手の大きさと、手首を摑んでいる手の温ぬくもりを知っている。

　地下通路の天井に開いている出口から射しこむ光を浴あびない場所まで下がらされ、蒼司朗の背中が壁にぶつかった。

「（脅おどかすな……！）」

　顔と腰こしの横に手をつかれ、逃にげられないように囲かこわれた格かつ好こうの蒼司朗は、向かいあった背の高い異国の少年を見上げ、文もん句くを言った。

　チビ白びやつ虎ことチビ青せい龍りゆうは、びっくりして『シャー！』っと毛を逆さか立だてている感じだ。びくびくしながら牽けん制せいして、ちっちゃな牙きばを剝むいているが、霊れい力りよくのない望ぼう威いの目に、ピヨ四神は見えない。

　望威は真剣な目で、蒼司朗を見つめる。

「センパイ、あのガイジンはとても危険だヨ。気をつけなくちゃ、いけナイ」

（さっきのは予告デス……！　今夜、何か仕掛けてクル）

　だが望威がそうはっきりと伝えてしまうと、蒼司朗の行動が変わる。蒼司朗が警けい戒かいしないから、ハイムエンデは蒼司朗を『敵』だとは思わない。

「お前、何か────」

　知っているのかと訊ねかけた蒼司朗は、そっと唇くちびるに触ふれて、口内へ侵しん入にゆうしたものに、ドキリとして言葉を切る。

（……石？）

　望威が大事に持っている、『不思議の色石』なのだろうか。
















　それは味のない砂さ糖とう菓が子しのように、蒼司朗の口の中で、ほろりと溶けて消えた。

「今のハ『呼び寄せの石』ネ。ボクの持っている『石』から、蒼司朗センパイが望む『石』を、ひとつだけ、送ることができるヨ。僕が『石』をたくさん持ってタラ、もっともっとたくさんあげられタのに、ゴメンね」

「『石』って！　それはお前が大切にしてるものだろ!?」

　蒼司朗はこれまで何度も、望威が持つ『不思議の色石』に助けられている。帝都を救うほどの力を持つ『不思議の色石』は、とても貴き重ちようなものだ。それに見合うだけのお返しを、蒼司朗は何もできていない。

（もらってばっかりじゃないか！）

「オレなんかに簡単に渡すなよ！」

「大好きナ人を失うヨリ、悲しいコトはナイヨ……！」

　顔の横にある望威の腕うでが、小さく震ふるえていた。抑おさえているからこそ、深い傷から血を零こぼすような声だった。

　失う痛みを知っている蒼司朗は、胸むねを衝つかれ、声が出ない。




「────蒼司朗？　どうしたのだ？」

　外に出た若様は出口から地下通路を覗のぞき、梯子を上がってこず、姿が見えない蒼司朗へ声をかけた。




（いけない……！）

「すみません、ちょっと落としものをしました！　見つかりましたから、すぐ行きます！」

　若様へ返事をする蒼司朗から、すっと望威は離れる。

「（おい……！）」

　どこに行くのかと、捕つかまえようとしたが、伸ばした蒼司朗の手は、何も摑むことができなかった。

「望威？」

　気配はなく、あの背の高い外国の少年はどこにもいない。

　そして、いったいいつから、望威が自分たちの近くにいたのか、蒼司朗はわからない。

「────ミギャ？」

「うん、あいつのことだから、たぶん大丈夫なんだろう」

　侵入できたのだから、望威はこの地下通路を、自在に出られるのだろう。




　蒼司朗は最後に梯子を上がった。外に出た蒼司朗を出迎えて、チビ玄武は定位置であるスラックスのポケットに戻る。

　出口を閉めようとすると、梯子が傾いて、元のように横倒しになった。ここは、地下通路へ下りるときには、落ちればいいらしい。ひどい高さではないので、縁ふちにぶら下がるようにして足先から下ろせば大おお怪け我がはしない。




　出口があったのは林の中だが、何となく蒼司朗は見覚えがあった。

「……ここ……」

「ピ」

　明るい場所に出て、目を覚ましたチビ朱雀が顔を上げた。

「宝たから池いけの南側だ」

　若様は帝都城公園のことも、よく知っている。

（あぁ、なるほど）

　間違いない。望もち月づき造ぞう園えんで仕事をしたことがある林だ。ここなら、帝都城公園外そと堀ぼりの東門に近い。東門から出てそのまま東へ向かえば、帝都学園高等部の寮に着く。

　懐から鯛焼きの袋を出し、抱かかえ直したハイムエンデが、豪ごう快かいに転んだ。




　ゴスッ！




　木の幹みきで頭部を強打した音が響ひびき、ピヨ四神を連れた蒼司朗と若様は、思わず肩かたを竦すくめる。とても痛そうだ。

「……だ、大丈夫、ですか？」

「ミギュ？」

　ばったり倒れたハイムエンデを、蒼司朗はピヨ四神と一緒に恐おそる恐おそる覗きこむ。

「……だ、大丈夫タイ」

　打ちつけて赤くなった額ひたいを摩さすり、涙目になったハイムエンデは、よろよろと身を起こす。

「え、と、あっちに行けば、東門です。東門を出て、真まっ直すぐ東に向かって歩けば、寮に帰れますから」

「オオキニ、蒼司朗」

「お気をつけて」

　心配そうな顔で言った若様に、立ちあがったハイムエンデは真まっ赤かになってお辞じ儀ぎして、足早に去って行った。




「……大丈夫だろうか」

「けっこう、いつものことです」

　帰り道でまた何かありそうな、危あぶなっかしいハイムエンデを、蒼司朗は温ぬるい笑みを浮かべて見送った。

（いつものハイムさんだ……）

　厨ちゆう房ぼうで空の鍋なべを豪快にひっくり返したり、スプーンの入った引きだしを放り投げてしまったり。料理に被害は及ばないが、ハイムエンデにものすごい音を立てられて、びっくりするのは、いつものことなのだ。

　明るい場所で目を覚ましたチビ朱雀と同じく、ハイムエンデも、いつもの彼に戻ったらしい。




（ひあー……！）

　ハイムエンデは恥はずかしくて逃げる。後を追いかけていた蒼司朗だけでなく、近くを通りかかったのだろう若様にまで、心配されてしまった。

（ドンだけ寝ちょったカ）

　ずいぶん長い間気絶していたようだと、記き憶おくの飛んでいたハイムエンデは、住みこみの仕事場である帝都学園高等部の寮に逃げ帰り、壁の時計を見て思った。




　小お此この木ぎ神官長の差し入れで休きゆう憩けいした若様は、蒼司朗と一緒にいるところを、巡じゆん回かい中ちゆうの警備員に発見された。

「若様ーっ！」

　血けつ相そうを変えて駆かけ寄る警備員に、若様は片手を上げて返事をする。

「はーい、今からお城に戻りますー！」

（勝手をしたから、叱しかられそうだ）

　地下通路の探検は楽しかったが、黙だまって行うことになったのはよくない。説教をされることを覚かく悟ごして、若様は城までのランニングのため、軽くストレッチして身体からだをほぐす。

「では、ありがとう、望もち月づき蒼司朗」

「オレのほうこそ、ありがとうございました」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　若様大好きのピヨ四神は、円つぶらな瞳ひとみで機き嫌げんよく若様を見つめる。

「ごきげんよう、奥庭の四神様」

　駆け寄った警備員と並へい走そうして、城に戻っていく若様を見送り、蒼司朗は帝都神社へ向かう。




　帝都神社で小此木神官長の執しつ務む室しつに通された蒼司朗は、頼まれた荷物を若様に届けたことと、どこにいたのかを報告した。

「地下通路！　地下通路って！」

　それでは、どこを捜さがそうと見つからないわけだ。

　小此木神官長は膝を叩たたいて大笑いし、園その田だ真ま淵ぶち警備班長と柳生やぎゆう充じゆう兵べ衛え翁おうは、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

「そんなものが……」

「初耳じゃぞ」

「ご存じないだろうと思ってました。誰だれかが見つけていても、おかしくないようなところにありましたから。出入り口はあっても、開かないんだと思います」

　蒼司朗の言葉に、小此木神官長が乗っかる。

「たとえば、帝みかどの関係者とかぁ、何か条件付けの術でも仕掛けられているとか？」

「はい」

「仮にそうだとしても、ハイムエンデくんも落ちたんでしょう？」

　にこやかに小此木神官長は意地悪だったが、蒼司朗は真ま面じ目めに考察する。

　現実にハイムエンデは地下通路へと落っこちてきたのだから、その事実を否ひ定ていすることはできない。

「オレのすぐ後だったから……、閉まりが悪かったとかじゃないですか？」




　能力についてビョートル老人が指し摘てきし、どう使いこなすのかを教えなかったので、自分が『封ふうじられたものを開ける』特技を持っていることを、『ハイムダル』は知らない。

　正しい答えを知っているのは、『エンディミオン』だけだ。




「あぁ、それから、『今夜、帝都の北東が騒がしくなるかもしれない』って、ハイムエンデさんが言ってたんですけど。何かあるんですか？」

　催もよおしものがあるとか、そんなポスターはどこにもなかったように蒼司朗は思う。

　訊ねた蒼司朗の言葉を聞いて、小此木神官長たちはどきりとしたが、表には出さない。

「さぁ、聞いていないですねぇ」

　すっとぼけた小此木神官長に合わせて、柳生翁たちも頷うなずいた。
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　寮りように戻って清きよ志し朗ろうと夕飯を終えた蒼そう司し朗ろうは、風ふ呂ろへ行こうとして、来客に呼びだされた。

「蒼司朗様！　帝都北東地区の公園に、幻げん獣じゆうらしきモノが現れました……！」

（このことだったのか！）

　蒼司朗は、仕事を終えて早そう々そうに休んだハイムエンデの部屋があるほうに、ちらりと視線を送る。

　迎えの鈴すず宮みや神官の後ろには、神官装しよう束ぞくの篠しの原はら勇ゆう輝きと蔵くら田た実さね親ちかがいた。

「オラ！　さっさと着替えてこい、チビ！」

　イライラしている篠原勇輝の横で、蔵田実親は楽しそうに笑う。

「ゆっくりしてたら、どのくらい被害が広がるかな」

「すぐに支し度たくしてきます！」




　さっき玄げん関かんに向かったと思った蒼司朗が、すぐに部屋へ戻ってきて、清志朗は驚く。

「忘れもの？」

「ううん、仕事！　幻獣だって！　行ってちょっと退治してくる！」

　奥庭のお庭番、〝天の戦士〟としての公務だ。

　蒼司朗は部屋着を脱ぬぎ捨てて、持ちこんでいた神官装束に手早く着替える。毎日何度も着替えているので、すっかり手慣れたものだ。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュンチュピピ」

「「（しゅー）」」

「行ってきます！」

「気をつけて！」

　着替え終わるのを待ち構えていたピヨ四し神じんが飛びつき、蒼司朗は枝えだ打うち斧おのを持って、部屋を走りでていく。




「こらー！　廊ろう下かを走るなー！」

「すみませーん！」

　部屋の外で、叱しかっている寮りよう監かんの教きよう諭ゆと、走りながら謝っている蒼司朗の声が聞こえる。




　くすくす笑いながら、清志朗は蒼司朗が脱ぎ捨てた部屋着を拾って畳たたんだ。

「どうか今日も、蒼くんが無事でありますように。奥庭の四神様、蒼くんをどうぞお守りください」

　奥庭の四神様に祈って、ぽんぽんと優しく服を叩たたき、清志朗はそれを蒼司朗のベッドの端はしに置く。

（明日の時間割を揃そろえておいてあげなくちゃ）

　清志朗は自分のできるかぎりのことを、蒼司朗にやってあげたい。




　帝都北東地区の住宅街に近い小さな公園に現れたのは、ブヨブヨした透とう明めいなモノだった。被害が広がらないよう、駆かけつけた神官が包ほう囲いして結けつ界かいを作り、公園の敷しき地ち内ないに閉じこめている。近くの道は警察が通行止めを行って、帝都民を遠ざけている。




「斬きっても突いても元に戻るって、どうすればいいんですか!?」

　斬ざん撃げきを得意とする青せい龍りゆうの戦士の安あん藤どう奏かなでは、すっかりご機き嫌げん斜ななめだ。そして炎を操あやつる朱す雀ざくの戦士の芙ふ蓉よう薫かおる子こも、辟へき易えきしていた。

「焼くと酷ひどい臭においがして、煙けむりは有ゆう毒どくだなんて！」

　初めて見る幻獣を前に、小お此この木ぎ神官長も対処法がよくわからない。

「あの形ですからねぇ。どうしましょう」

　投じられた玉たま串ぐしが、ブヨブヨ蠢うごめく透明な幻獣の中に何本も埋うまっていた。効果はまったくないどころか、玉串の葉は汚お染せんされ、紫色になって枯れている。




「効果、出ねぇよな」

　切り裂き、毒での攻撃を行う白びやつ虎この戦士の篠原勇輝は、蒼司朗を連れて現場に到とう着ちやくするなり四神変化して、とりあえず駆けつけ一いち撃げきとお見舞いしたが、いまひとつ手て応ごたえを感じなかった。玄げん武ぶの戦士の蔵田実親は、考える。

「ゲル状、アメーバ、スライム、ゼリーかな。うーん、どうなるかわかりませんが、凍らせてみましょうか？」

　動きが止まれば、対処しやすいかもしれない。

「ちょっと待ってください……！」

　多た節せつ鞭べんを振り動かそうとする蔵田実親を、蒼司朗は止める。

「芙蓉先輩があれを燃やしながら、その外側を蔵田先輩が凍らせる、って、できますか？」

「え？　なぁに、それ」

　芙蓉薫子は目を瞬しばたたき、安藤奏はさらに不機嫌になる。

「そんなの、聞いたことないですよ……！」

「僕が凍らせるのが空気なら、できると思うよ」

　蔵田実親は空気中の水すい蒸じよう気きを操るのが得意だ。芙蓉薫子があのブヨブヨゼリーを燃やしている、その炎を凍らせろというのは無茶な提案だが、炎の近くに引き寄せた水蒸気なら、凍らせることは可能だ。

（自分から言いだすなんて、珍めずらしいですね）

　小此木神官長は、何か考えがあるらしい蒼司朗を見つめる。蒼司朗は一いつ生しよう懸けん命めい、芙蓉薫子に説明する。

「できるだけ、この、一カ所にぐりぐりぐりーって、できますよね、芙蓉先輩」

「あぁ、できるわよ。こういうのね？」

　くるんくるんと芙蓉薫子は指を回した。竜たつ巻まき状じようの炎は、一ひと塊かたまりになる。

「はい！　それです！　で、次に安藤は、その燃やして凍ったヤツを、こう、ぐぐぐっと……！」

「擬ぎ態たい語ごばっかりの説明って、頭悪そうですよ……！」

「上から押し潰つぶせってか？　は！　何だ!?　それ！」

　篠原勇輝は鼻で笑うが、蒼司朗は大おお真ま面じ目めだ。

「いや、見たことある形になりそうでさ。んで、篠原はオレと一緒に────」

「ぜっっってぇやらねぇっっ！」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュッピピチュチュン」

「「（しゅー）」」

「はい！　奥庭の四神様がやる気ですよー！　みなさん、がんばってくださいねー」

　パンパンと小此木神官長に手を叩かれ、とりあえず（篠原勇輝以外の）四神の戦士は蒼司朗の提案を吞のむ。




「結界を強化！　祝詞のりとを！」

　命めいじる小此木神官長に従って、結界を作っていた神官は、その力を強め、祝詞をあげる。




　真しん紅くの翼つばさを広げ、宙に身を浮かべた芙蓉薫子は、公園を吞みこんだブヨブヨゼリーに向かって、羽は根ね扇おうぎをゆっくりと振りあげた。




「紅こう翼よく炎えん技ぎ、紅ぐ蓮れん激げき渦か！」




　羽根扇から放たれた紅蓮の炎は、ぐるりと大きく渦うずを巻まいて公園を巡めぐり、ブヨブヨゼリーを包んで燃えあがった。




「玄武猛もう攻こう、雪せつ刖げつ渦か！」




　蔵田実親が打ち振った多節鞭が一陣の猛もう吹雪ふぶきを呼び、芙蓉薫子の炎を包みこむ。




（うん、なるほど。効こう率りつはいいですね）

　小此木神官長は頷うなずく。

　これならブヨブヨゼリーを燃やしたときに出る有毒な煙は、氷の中に閉じこめられ、外には出てこない。有毒な煙の色が透すけて、氷が毒どく々どくしい紫に見えた。




「安藤！」

「僕に命令しないでください！」

　反発しながらも、青龍刀を振るった安藤奏は、蒼司朗が求める位置にその刃を振り下ろす。蔵田実親の作る氷はしなやかで、とても強きよう靱じんだ。割れ砕くだけることなく、紅蓮の炎を封ふうじたまま、ぐっと撓たわんで沈む。

　解き放たれたい命いのちを抱だき、安定した形になろうとするそれは、球体ではなく、五角形の蕾つぼみに近いものになった。




「お庭番、望もち月づき蒼司朗────、参る！」




　愛用の枝打ち斧をくるりと回し、駆けだした蒼司朗は、虹色の光を放って天の戦士へと四神変化する。奥庭の四神と、ひとつになる────。




　真紅の翼を広げて地を蹴けり、ブヨブヨゼリーを燃やしながら封じている氷を見下ろすと、蒼司朗は枝打ち斧が変化した立りつ派ぱな戦いくさ斧おのを振りあげた。




「四神演えん武ぶ────」




　四神の戦士、三者の力が均きん衡こうしている状態だ。それに向かって戦斧を振りあげた蒼司朗を見て、芙蓉薫子はぎょっと目を剝むく。

「ちょっと、蒼司朗くん！」

「え？　やっちゃう？　やっちゃうんだ」

　蔵田実親は楽しげだか、安藤奏にその神経はない。

「何考えてるんですかーっ！」

　声をあげる三人に構わず、蒼司朗は戦斧をその側部にぶち当てた。




「帰き郷きよう！」




　真横から凄すさまじい圧を加えられ、それは弾はじけて、ぶしゅうっと中身を噴ふきだした。

　弾けて噴きでたモノは、天の戦士の浄じよう化かの力を受けたモノ。




（ここでは、害のある幻獣かもしれないけどさ）

　そうではない場所で誕たん生じようしたのに違いないと、蒼司朗は思いたい。




　あるべきモノは、あるべき場所へ────。




（大丈夫だよ、望ぼう威い。お前の大切な『石』を使わなくても、オレはちゃんと戦えるから）




　キラキラと輝かがやく光の粒つぶに変化したモノは、宙を舞まって消えた。




　隠おん形ぎようの効力を持つ不思議の色石を使い、寮から後をつけて蒼司朗の行動を見ていた望威は、胸むねを熱くしながら幻獣の浄化を見守る。

（蒼司朗センパイ……）

　幻獣を始末するための力が欲しいと願っていたなら、蒼司朗に与えた『呼び寄せの石』は、望威の宝石箱から『不思議の色石』をひとつ消し去っていただろう。だが、蒼司朗はそれをしなかった。

　望威は入いり谷やと那な智ちが砂に奪われて消え去ったものを取り戻すために、『不思議の色石』を持って帝都に来た。『不思議の色石』が望威にとってとても大切なものだと、蒼司朗は知っている。だから、使わない。迷わない。




　協力しないと突っぱねて、外から眺ながめることになった篠原勇輝は、唐とう突とつに気づく。

（────蒼司朗は、俺たちとは違うんだ……）

　赤ちゃん返りした愛らしい四神と四神変化する、天の戦士。

　蒼司朗だけが、帝都を守護してきた、それまでの四神と違う────。




　帝都北地区にある遊園地・幸こう楽らく園えんにある、帝都最大の観かん覧らん車しやの鉄てつ骨こつに腰こしかけ、離れた高見から、この浄化を見届けたハイムエンデ────『エンディミオン』は、にやりと笑う。

　公園に放った幻獣は、見事に浄化されてしまったが、はっきりと確認できた。

「やはり、小さい四神に加か護ごされた、あの少年か」

　蒼司朗に自覚はないし、他の者も気づいていない。帝都における『神殺しの宴うたげ』は、まだ有効だ。

「彼が崩くずれたら、どうなるかな」




　例えば、帝都が蒼司朗にとって、『大好きな場所』でなくなってしまったら────。











了
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　庭師は樹じゆ木もくの専門家だが、扱あつかっているのは主おもに花木や草だ。屋おく外がいの景観を整え、心地ここちのいい空間を作りあげ、維い持じと管理をする。香りや清すが々すがしさ、鼻や耳で感じるところは演出や効果の範はん囲いであり、実を結ぶものは形と色合いを楽しむ。

　庭師が世話をする樹木の実は、鑑かん賞しよう用ようであり、食べるためのものではない。

　だが、帝都城の奥庭には今、艶つややかな赤い実をたわわにつけた桜おう桃とうの木がある。




「ミギャ～」

「キュウ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　キラッキラに目を輝かがやかせたピヨ四し神じんを連れて、作業をするために神官装しよう束ぞくで奥庭に入った蒼そう司し朗ろうは、担かついできた脚きや立たつを桜桃の木の下に設置する。ようやく完かん熟じゆくだ。

「さあ、収しゆう穫かくだ！」

「ミギャギャー！」

「キュイキュイ！」

「チュッピピチュン！」

「「（しゅー！）」」

　大だい興こう奮ふんして飛びだしていきそうなピヨ四神を宥なだめ、蒼司朗は食べごろの赤い実を、軸じくごと、そっと手て摘づみして籠かごに入れていく。

（美お味いしい実ができてますように）

　今回は奥庭の四神様に献けん上じようする果実ということで、甘い実のなる木を特別に譲ゆずってもらって移植した。

　望もち月づき造ぞう園えんの親方で蒼司朗の伯お父じの望月左さ近こんは、優秀な庭師だが、収穫が収入となる果樹の世話は専門外だ。世話の仕方がわからないので、木を譲ってくれたサクランボ農家の人に、わざわざ帝都まで足を運んでもらって、蒼司朗はしっかり指導を受けた。

　綺き麗れいに花が咲き、落果することなく順調に実も大きくなって、収穫できるまでになった。

（オレ一人の力で、できたわけじゃない）

　庭師としては見習いで、蒼司朗はまだまだ腕うでがよくない。桜桃の木が枯れずに、無事に実をつけることができたのは、蒼司朗の任されているここが帝都城の奥庭で、奥庭の四神の加か護ごを受けているからに違いない。別の場所でもう一度、同じように桜桃の木を世話したとしても、蒼司朗は同じような実ができるとは思えない。

（とにかく、今、収穫できてよかった）

　奥庭の四神様が、どこに行くにも蒼司朗と一緒にいられる、ピヨピヨした小さな赤ちゃん獣けものの姿をしていられるのがいつまでなのかはわからない。

（ずっとこのまま一緒に、っていうのは、無理だってわかってるからね）

　大変なこともたくさんあるけれど、懐なついてくれる可か愛わいい神様を連れている蒼司朗は、とても楽しくて幸せだ。こんな経験ができたのを、とても光栄に思っている。




　実を食べたピヨ四神が種を飲みこんで、喉のどに詰めると危あぶないので、蒼司朗は便利グッズの『サクランボの種取り』を使って、実の側面から種を押しだし、軸を取る。

「はい、あーん」

　食べやすいように処理をしたサクランボを、蒼司朗はピヨ四神の口の前に持っていく。蒼司朗が差しだす赤い実に、ピヨ四神は待っていましたとばかりに食いついた。




　ぱっくん！　もぐもぐ、うまうま♡




　ピヨ四神にちょうどいい、一口サイズ。幸せオーラ全開という何ともイイ顔で、ピヨ四神はサクランボを味わう。

「よかったな。美味しいな」

「ミギュ」

「キュイ」

「チュン」

「「（しゅー）」」




「────やあ、今日から収穫なのだな」

　奥庭に入ってきた若様の声を聞き、ピヨ四神は振り向いた。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピピピ」

「「（しゅー）」」

　桜桃の木に歩み寄る若様へ、ピヨ四神は蒼司朗が摘つんだサクランボを持って飛びつく。

「僕にくださるんですか？」

　瑞みず々みずしい贈り物を受け取って、ピヨ四神に甘えられ、若様は笑う。

　若様の手にあると、サクランボの赤い実は、より鮮あざやかで美味しそうに見える。

「譲ってもらった木と植えた場所がいいから、オレなんかが初めて世話をしたものだとは思えない、すごくいい出来ですよ」

　蒼司朗は謙けん遜そんするが、真しん摯しに木を世話したからこそ、この恵みがあるのだと若様は思う。
















　食べてみて、と期待のこもったキラキラ目でピヨ四神に見つめられ、若様はサクランボの実を口に運ぶ。赤い宝石のように美しい実は、嚙かみ締しめると口の中で甘く弾はじけた。

　大切に味わって、若様はピヨ四神と蒼司朗に微笑ほほえみかける。

「これまで食べたものの中で、一番美味しい」

「とれたてですからね。帝みかどにも、お届けしようと思うんですが、いいでしょうか？」

「うん。もうそろそろだろうかと、毎日楽しみにしていらしたから、ぜひ頼む」

　にこやかに言われて、蒼司朗はびっくりする。

（うわ、ご覧になってたんだ……！）

　しかも、毎日！




　奥庭の四神様の加護を受けている帝と若様は、この奥庭に入ることができる。蒼司朗のいない時間に、そっと奥庭に足を運んた帝は、実が赤く熟していく桜桃の木を見ていた。

　眺ながめただけで、ひとつも口にしないまま、すっかり実がなくなってしまったら、それはとても寂さびしいだろう。

「必ず、お届けします」

　宣せん言げんする蒼司朗の言葉を聞き、ちょっと目を泳がせてから若様は言う。

「それとは別に、僕に個人的にサクランボをわけてもらえないだろうか？」

「はい。たくさんありますので、いいと思いますけど。どのくらいですか？」

「……黙だまって地下通つう路ろを探検したことで、心配をかけた人の数だけ、なのだが」








二○一五年五月二十二日　流ながれ　星せい香か　　美味しいもので、ご機嫌取り～♪
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愛知県在住

庭師の方はきっと良い筋肉に包まれているはず、という私の希望的観測です。
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